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①�

港
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
地
域
経
済

の
活
性
化

令
和
４
年
度
は
、
浜
田
港
福
井
第

２
上
屋
が
竣
工
予
定
で
す
。
今
後
も
、

大
型
船
舶
に
対
応
し
た
港
湾
整
備
に

向
け
、
国
や
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

ま
た
、
海
上
運
賃
の
高
騰
が
続
い

て
い
ま
す
。
島
根
県
及
び
浜
田
港
振

興
会
と
連
携
し
、
荷
主
企
業
を
支
援

し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見
な

が
ら
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
誘
致
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

①
事
業
者
支
援

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

引
き
続
き
、
国
や
県
の
支
援
策
を
補

完
し
な
が
ら
、
地
域
特
性
も
考
慮
し
、

事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
い

ま
す
。

事
業
承
継
で
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
が
任
期
終
了
後
に
本
市
に
定

着
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
募

集
す
る
協
力
隊
員
と
後
継
者
不
在
事

業
所
な
ど
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援

し
ま
す
。

起
業
・
創
業
で
は
、
引
き
続
き
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
の
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
起
業
間
も
な
い
人
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
充
実
し
ま
す
。

①
農
業
振
興

有
機
野
菜
を
加
え
た
４
つ
の
振
興

作
物
に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
っ
て

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
本
年
初
め
頃
か
ら
全
国
的

に
第
６
波
が
発
生
し
、
本
市
に
お
い

て
も
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
感
染

症
対
策
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
を
推
進
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
や
地
域
経

済
を
支
え
る
各
種
支
援
策
に
は
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
ま
す
。

昨
年
12
月
に
は
、「
第
２
次
浜
田

市
総
合
振
興
計
画　

後
期
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
年
４
月

か
ら
の
４
年
間
は
、
こ
の
後
期
基
本

計
画
を
市
政
運
営
の
最
も
基
本
と
な

る
指
針
と
し
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
踏

ま
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指
し
、

「
住
み
た
い　
住
ん
で
よ
か
っ
た　

魅
力
い
っ
ぱ
い　
元
気
な
浜
田
」
の

実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
４
年
度
の
施
策

に
つ
い
て
、
主
な
事
項
を
説
明
し
ま

す
。

１
活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て

　
　
雇
用
を
つ
く
る
ま
ち

水
産
業
の
振
興

７
つ
の

「
ま
ち
づ
く
り
の
大
綱
」

商
工
業
の
振
興

特
に
力
を
入
れ
る
政
策

１
若
者
対
策

少
子
化
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、

若
者
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
対
策
と
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら
、

若
者
の
「
出
会
い
・
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
」
を
ト
ー
タ
ル
で
応
援
す
る

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
、
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
や
赤

ち
ゃ
ん
誕
生
世
帯
へ
の
応
援
金
、
第

３
子
以
降
の
保
育
料
及
び
保
育
所
な

ど
の
給
食
費
の
無
償
化
を
始
め
、
令

和
４
年
度
か
ら
は
、
子
ど
も
医
療
費

の
助
成
を
、
こ
れ
ま
で
の
中
学
生
か

ら
18
歳
ま
で
に
拡
充
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
若
者
を
支
援
す
る
事
業

の
創
出
、
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
向

け
に
、
空
き
家
バ
ン
ク
物
件
の
改
修

費
助
成
の
上
乗
せ
や
、
農
業
や
漁
業

研
修
終
了
後
の
定
着
を
促
す
制
度
の

創
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地

２
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
「
浜
田
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
条
例
」
の
基
本
理
念
の
実
現
を
目

指
し
、
令
和
３
年
度
に
、「
浜
田
市

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
を

策
定
し
ま
す
。

計
画
に
掲
げ
る
具
体
的
な
施
策
を

展
開
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
地
域
で

活
動
す
る
様
々
な
団
体
や
事
業
者
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
協

働
に
よ
る
持
続
可
能
で
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
、

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

連
携
し
、
引
き
続
き
、
地
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
の
設
立
や
活
動
に

対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
新
船
建
造

令
和
３
年
の
水
揚
げ
は
、
漁
業
資

源
の
減
少
や
、
昨
年
３
月
の
地
元
ま

き
網
漁
船
の
事
故
な
ど
に
よ
り
厳
し

い
状
況
で
し
た
が
、
地
元
漁
業
者
の

努
力
に
加
え
、
外
来
船
へ
の
入
港
奨

励
支
援
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
水

揚
金
額
は
37
億
３
８
０
０
万
円
と
、

前
年
を
上
回
り
ま
し
た
。

将
来
に
わ
た
り
水
産
浜
田
と
し
て

生
き
残
る
た
め
に
は
、
地
元
漁
船
の

存
続
が
重
要
で
す
。
特
に
、
老
朽
化

が
進
む
沖
合
底
び
き
網
漁
船
団
に
は
、

令
和
４
年
度
、
島
根
県
と
連
携
し
て

新
船
建
造
を
支
援
し
、
事
業
継
続
を

農
林
業
の
振
興

浜
田
港
を
活い

か
し
た産業

振
興

久
保
田
章
市
市
長
は
、
令
和
４
年
３
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
議
の
開

会
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
み
た
い　
住
ん
で
よ
か
っ
た　
魅
力
い
っ
ぱ
い　
元
気
な
浜
田　
　
～　
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち　
～

令
和
４
年
度

施
政
方
針

４月オープンの子育て世代包括支援センター「すくすく」

はまだお魚市場　グランドオープン

域
で
活
躍
す
る
若
者
を
応
援
す
る
た

め
、
若
者
が
起
業
し
た
場
合
の
起
業

時
補
助
金
の
上
乗
せ
や
、
昨
年
設
立

さ
れ
た
「
若
者
会
議
」
へ
の
活
動
支

援
を
行
い
ま
す
。

浜
田
市
で
生
活
す
る
若
者
の
暮
ら

し
を
支
え
る
た
め
に
は
、
雇
用
の
場

の
確
保
も
重
要
で
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
「
働
こ
う
＠
浜
田
」
を
活
用
し
、

地
元
企
業
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

な
ど
、
若
者
の
雇
用
確
保
や
定
住
促

進
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
本
年
２
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

①
観
光
振
興

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
観

光
関
連
事
業
者
や
飲
食
店
は
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
観
光
関
連
事
業
者
へ

の
応
援
給
付
金
や
飲
食
店
へ
の
支
援
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
「
は
ま
だ
飲
食
・
宿

泊
応
援
チ
ケ
ッ
ト
」
に
よ
る
、
消
費

喚
起
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

感
染
状
況
を
注
視
し
つ
つ
、
今
後

も
観
光
・
交
流
に
力
を
入
れ
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
新
た
に
「
美
肌

観
光
推
進
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

島
根
県
と
も
連
携
し
、
温
泉
を
活
用

し
た
交
流
人
口
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

観
光
・
交
流
の
推
進

「すくすく」の活動に参加する親子

ル
し
た
、
移
住
・
定
住
サ
イ
ト
「
は

ま
だ
ぐ
ら
し
」
に
よ
る
情
報
発
信
に

努
め
、「
浜
っ
子
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ラ
ブ
」

を
活
用
し
、
市
外
在
住
の
若
者
と
の

つ
な
が
り
を
持
ち
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に

つ
な
げ
ま
す
。

②
浜
田
産
品
の
地
元
消
費
拡
大

Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
運
動
の
新
た
な
Ｐ
Ｒ

動
画
で
更
な
る
認
知
度
向
上
を
図
り
、

地
元
産
品
の
消
費
拡
大
や
商
店
街
の

に
ぎ
わ
い
創
出
に
努
め
ま
す
。

③
浜
田
産
品
の
販
路
拡
大

令
和
４
年
度
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
な
ど
を

活
用
し
た
商
談
機
会
の
創
出
に
取
り

組
む
な
ど
、
市
内
事
業
者
の
競
争
力

強
化
を
支
援
し
ま
す
。

④
ふ
る
さ
と
寄
附

昨
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
に
11
億

６
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、

中
国
５
県
で
第
１
位
と
な
っ
た
前
年

同
時
期
を
上
回
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
個
人
版
に
加
え

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

特
に
、
人
口
が
多
い
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
拠

点
整
備
の
要
望
も
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
石
見
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
を
補
完
す
る
「
（
仮
称
）

長
沢
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

な
お
、
市
役
所
内
に
お
い
て
も
、

全
庁
的
な
組
織
と
し
て
市
長
を
ト
ッ

プ
と
す
る
協
働
推
進
本
部
を
設
置
し
、

本
庁
支
所
の
各
課
に
協
働
推
進
員
を

配
置
し
、
協
働
を
推
進
し
ま
す
。

後
押
し
し
ま
す
。

②
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば
き
所
の

　
整
備

令
和
４
年
度
に
は
、
沖
合
底
び
き

網
漁
業
用
の
４
号
荷
さ
ば
き
所
の
完

成
を
目
指
し
ま
す
。

③
は
ま
だ
お
魚
市
場

令
和
３
年
７
月
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
以
降
、
県
内
外
か
ら
の
来
場
で
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者

や
水
産
関
係
者
と
連
携
し
、
更
な
る

に
ぎ
わ
い
創
出
に
努
め
ま
す
。

④
瀬
戸
ケ
島
埋
立
地
で
の
陸
上
養
殖

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
共
同
研
究

が
中
断
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ

け
早
い
研
究
再
開
に
向
け
、
水
産
関

連
企
業
に
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

美又温泉　露天風呂

き
ま
し
た
。
国
は
、
有
機
農
業
を
推

進
し
て
お
り
、
本
市
で
も
、
今
後
、

有
機
農
業
の
取
組
面
積
の
拡
大
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
実
施
す
る
「
担
い

手
等
育
成
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
地

域
農
業
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

②
有
害
鳥
獣
対
策

集
落
ぐ
る
み
で
鳥
獣
被
害
対
策
を

行
う
モ
デ
ル
集
落
を
育
成
し
、
地
域

全
体
で
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
林
業
振
興

森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
活
用
し
、

森
林
環
境
の
整
備
や
地
域
林
業
の
活

性
化
を
推
進
し
ま
す
。

②
浜
田
の
魅
力
発
信

昨
年
11
月
、「
第
３
回
全
国
未
成
線

サ
ミ
ッ
ト
in
浜
田
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
、
広
浜
鉄
道
今
福
線
を
活

用
し
た
観
光
誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。

石
見
神
楽
に
つ
い
て
は
、
本
年
７
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①
障
が
い
者
福
祉
の
充
実

浜
田
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
、
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
地
域
福
祉
の
充
実

令
和
４
年
度
、
市
の
各
福
祉
分
野

の
上
位
計
画
と
な
る
「
地
域
福
祉
計

画
」
を
改
定
し
ま
す
。
ま
た
、「
浜

田
市
再
犯
防
止
推
進
計
画
」
に
基
づ

き
、
犯
罪
を
し
た
者
な
ど
の
円
滑
な

社
会
復
帰
を
支
援
し
ま
す
。

子
ど
も
が
主
体
的
に
学
び
、
自
ら

課
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
力

を
育
む
取
組
を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
育
む
「
ふ
る

さ
と
郷
育
」
を
、
引
き
続
き
推
進
し

ま
す
。

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

順
次
取
り
組
み
、
校
舎
は
２
年
間
、

体
育
館
は
４
年
間
で
改
修
し
ま
す
。

公
立
幼
稚
園
で
は
、
令
和
５
年
度

の
長
浜
幼
稚
園
の
園
舎
を
活
用
し
た

統
合
に
向
け
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

統
合
幼
稚
園
内
に
、
浜
田
市
幼
児
教

育
セ
ン
タ
ー
と
、
特
別
な
配
慮
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
の
支
援
の
充
実
の

た
め
の
幼
児
通
級
教
室
を
設
置
予
定

で
、
そ
の
準
備
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

①
高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
の
推
進

障
が
い
者
福
祉
と

地
域
福
祉
の
充
実

学
校
教
育
の
充
実

3
夢
を
持
ち
郷
土
を

　
愛
す
る
人
を
育
む
ま
ち

医
療
体
制
の
充
実
と
健
康

づ
く
り・介
護
予
防
の
推
進

高
齢
者
福
祉
の
充
実

浜
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
令
和
４
年
度
か
ら
浜
田
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
運
営
業
務
を
委
託
し

ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ

う
、
委
託
先
と
連
携
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
安

全
確
保
の
た
め
の
「
浜
田
市
ど
ん

ち
っ
ち
Ｓ
Ｏ
Ｓ
見
守
り
シ
ー
ル
」
の

交
付
や
、
認
知
症
の
人
の
支
援
を
行

う
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
拡
充
な

ど
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
支

え
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

①
医
療
体
制
の
充
実

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実

の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
医

師
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。
本
年
３

月
末
に
は
国
保
診
療
所
の
医
師
１
人

が
退
職
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
た
な
医

師
の
招し

ょ
う
へ
い聘
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
看

護
師
確
保
の
た
め
、
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
附
属
看
護
学
校
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
の
推
進

「
第
４
次
浜
田
市
健
康
増
進
計

画
」
及
び
「
第
４
次
浜
田
市
食
育
推

進
計
画
」
を
策
定
し
、
は
ま
だ
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
や
、
い
き
い
き
百

歳
体
操
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設
に
つ
い

て
は
、
浜
田
郷
土
資
料
館
が
建
築
後

60
年
以
上
を
経
過
し
、
老
朽
化
が
著

し
く
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
も
狭
い
と
い

う
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
12
月
市
議
会
定
例
会
議

の
所
信
表
明
で
申
し
上
げ
ま
し
た
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
は
、
来

年
度
早
々
に
、
ま
ず
は
、
浜
田
市
郷

土
資
料
館
の
現
状
や
建
替
え
整
備
に

至
っ
た
経
緯
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
、

意
見
を
お
聞
き
し
た
上
で
、
今
後
の

進
め
方
を
考
え
ま
す
。

12
月
定
例
会
議
に
お
い
て
、
事
業

名
を
「
浜
田
郷
土
資
料
館
建
替
え
整

備
事
業
」
と
し
て
は
ど
う
か
と
の
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
確
か
に
現

在
の
事
業
名
で
は
、「
建
替
え
整
備
」

と
い
う
趣
旨
が
伝
わ
り
に
く
い
と
い

う
気
も
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
、

事
業
名
を
「
浜
田
郷
土
資
料
館
建
替

今
年
度
、
公
民
館
か
ら
移
行
し
た

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。
地
域
で
活
躍
す
る
人
づ
く

り
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
社
会

教
育
士
取
得
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力

化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
取
組
と
し
て
、

市
内
高
校
と
の
協
働
を
通
じ
て
、
高

社
会
教
育
の
推
進

歴
史・文
化
の
伝
承
と
創
造

「
第
３
次
浜
田
市
環
境
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
環
境
美
化
活
動
や
住

環
境
・
自
然
環
境
の
保
全
に
取
り
組

み
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
し
、

植
林
や
森
林
管
理
な
ど
で
温
室
効
果

ガ
ス
を
吸
収
す
る
こ
と
で
、
実
質
的

に
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
で
す
。

国
の
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
踏
ま
え
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
本
年

４
月
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

推
進
室
を
設
け
、「
脱
炭
素
を
市
民

と
共
に
学
ぶ
環
境
づ
く
り
の
推
進
」、

「
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
の
支
援
」
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
、
ご

み
の
減
量
化
や
資
源
化
に
関
す
る
意

識
啓
発
な
ど
に
努
め
ま
す
。

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
長
寿
命
化
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

脱
炭
素
化
社
会
の
推
進

環
境
保
全
と
快
適
な
住
環

境
づ
く
り
の
推
進

循
環
型
社
会
の
構
築

山
陰
道
の
三
隅
益
田
道
路
で
は
、

令
和
７
年
度
中
の
開
通
に
向
け
て
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
早
期
完
成

に
向
け
、引
き
続
き
国
に
要
望
し
ま
す
。

浜
田
道
で
も
、
４
車
線
化
の
優
先

整
備
区
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
瑞

穂
・
金
城
間
の
早
期
事
業
化
を
目
指

し
、
引
き
続
き
国
に
要
望
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
創
設
し
た
浜
田
市

公
共
施
設
長
寿
命
化
等
推
進
基
金
を

財
源
に
、
市
道
な
ど
の
道
路
修
繕
や

橋
梁
改
修
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し

ま
す
。

道
路
網
の
整
備

５
生
活
基
盤
が
整
っ
た

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

「
浜
田
市
公
共
交
通
再
編
計
画
」

に
基
づ
き
、
令
和
３
年
度
に
導
入
し

公
共
交
通
の
充
実

高
速
情
報
通
信
基
盤
整
備
で
あ
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
の
光
化
工
事

は
、
令
和
3
年
度
中
に
幹
線
工
事
が

完
了
し
、
令
和
4
年
度
は
、
三
隅
地

域
か
ら
宅
内
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
情
報
化
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
含
む
各
種
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
を
進
め

ま
す
。

地
域
情
報
化
の
推
進

君
市
踏
切
北
側
の
道
路
工
事
は
、

ほ
ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。
君
市
踏
切

の
移
設
工
事
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら

提
示
さ
れ
た
金
額
を
精
査
し
た
上
で
、

改
め
て
、
議
会
に
諮
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

浜
田
駅
周
辺
整
備

①
上
下
水
道
の
整
備

水
道
事
業
で
は
、
令
和
４
年
度
も

生
活
基
盤
の
整
備

いきいき百歳体操

４
自
然
環
境
を
守
り

活
か
す
ま
ち

①
企
業
誘
致

企
業
立
地
で
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
の
４
年
間
で
２
社
を
誘
致
し
、

パ
ー
ト
を
含
め
、
約
60
人
の
雇
用
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本

市
の
地
理
的
特
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

誘
致
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
雇
用
の
確
保

浜
田
・
江
津
地
区
雇
用
推
進
協
議

会
と
連
携
し
、
高
卒
者
の
地
元
就
職

の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、「
働
こ
う
＠
浜
田
」
で
の

情
報
発
信
や
、
き
め
細
や
か
な
相
談

企
業
立
地
と
雇
用
の
確
保

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り

２
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

①
子
育
て
環
境
の
整
備

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
本
年
４
月
に
開
所
し
ま
す
。
子

育
て
支
援
の
新
た
な
拠
点
施
設
と
し

て
、
事
業
内
容
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

本
年
１
月
、
病
後
児
保
育
室
の
浜

田
駅
北
側
移
転
に
合
わ
せ
、
休
止
し

て
い
た
病
児
保
育
事
業
を
再
開
し
ま

し
た
。

従
業
員
の
「
出
会
い
・
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
」
を
企
業
に
も
支
援
し

て
も
ら
う
た
め
「
応
援
企
業
認
定
制

度
」
を
設
け
ま
す
。

②
不
妊
治
療
支
援

不
妊
治
療
支
援
は
、
出
生
数
の
増

加
に
直
接
つ
な
が
る
施
策
と
し
て
、

少
子
化
対
策
の
効
果
も
大
き
い
こ
と

か
ら
、
今
後
も
国
の
動
向
も
見
な
が

ら
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

③
子
ど
も
虐
待
発
生
防
止
対
策

本
年
４
月
、
子
育
て
支
援
課
内
に

日本遺産の石見神楽

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
設
置

し
、
要
支
援
児
童
や
そ
の
家
庭
な
ど

へ
の
支
援
を
行
い
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

断水防止対策（今福地区増設タンク）

③�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ

ン
接
種

３
回
目
追
加
接
種
を
昨
年
12
月
に

開
始
し
、
２
月
に
は
高
齢
者
な
ど
へ

の
接
種
が
本
格
化
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
希
望
さ
れ
る
方
が
円
滑
に
接

種
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
ま
す
。

対
応
で
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
に

つ
な
げ
ま
す
。

③
浜
田
沖
天
然
ガ
ス
試
掘
調
査

本
年
3
月
か
ら
、
浜
田
沖
天
然
ガ

ス
な
ど
の
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
と

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
商
業
化
が

実
現
す
れ
ば
、
天
然
ガ
ス
の
国
内
自

給
率
向
上
だ
け
で
な
く
、
地
元
経
済

の
発
展
に
つ
な
が
る
た
め
、
島
根
県

と
連
携
し
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

校
生
の
探
究
的
な
学
習
や
主
体
的
な

地
域
活
動
へ
の
参
画
を
支
援
し
ま
す
。

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
周
布
橋

は
、
現
在
、
仮
橋
の
工
事
中
で
、
本

年
３
月
末
ま
で
に
完
成
予
定
で
す
。

歩
道
を
確
保
し
た
新
た
な
周
布
橋
は
、

令
和
４
年
度
に
詳
細
設
計
を
行
い
、

令
和
６
年
度
末
の
完
成
を
目
指
し
ま

す
。 災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

６
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

基
幹
管
路
の
耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。

冬
季
の
凍
結
・
漏
水
に
よ
る
断
水
が

生
じ
な
い
よ
う
、
対
策
を
進
め
ま
す
。

下
水
道
事
業
で
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
浜
田
処
理
区
の
順
次
供
用
開
始

に
向
け
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
な
ど
で
は
、

令
和
６
年
４
月
の
公
営
企
業
会
計
移

行
に
向
け
、
準
備
を
進
め
ま
す
。

②
地
籍
調
査

地
籍
調
査
を
で
き
る
だ
け
早
期
に

進
め
る
た
め
、
業
務
の
効
率
化
と
組

織
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

た
「
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
」
の
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
国
や
県

に
対
し
タ
ク
シ
ー
事
業
の
継
続
に
向

け
た
支
援
制
度
の
創
設
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
市
独
自
の
支
援
策
を
検

討
し
ま
す
。

好
評
の
「
敬
老
福
祉
乗
車
券
交
付

事
業
」
は
、
障
が
い
者
無
料
交
付
の

対
象
者
も
購
入
で
き
る
よ
う
制
度
を

拡
充
し
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
か
ら
行
う
基
幹
的
設
備

改
良
工
事
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
令
和
４
年

度
分
か
ら
文
字
を
大
き
く
す
る
な
ど

変
更
し
ま
す
。

え
整
備
事
業
」
に
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
未
指
定
文
化
財
も
含
め
た

地
域
に
お
け
る
文
化
財
の
保
存
活
用

を
促
進
す
る
計
画
作
成
に
着
手
し
、

ま
ず
は
、
各
地
域
の
文
化
財
を
把
握

し
ま
す
。
ま
た
、
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
各
文
化
財
の
保
存
活
用
、
石

見
神
楽
関
係
な
ど
の
文
化
財
指
定
に

向
け
た
調
査
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

まちづくりセンターの活動
「しめ縄づくり」

月
に
、
東
京
で
石
見
神
楽
国
立
劇
場

公
演
を
開
催
し
ま
す
。
首
都
圏
で
の

認
知
度
向
上
に
努
め
、
本
場
・
浜
田

市
へ
の
誘
客
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
５
年
開
催
の
大
阪
・
関
西
万

博
で
の
公
演
を
視
野
に
、
Ｐ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。
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消
防
団
は
、
消
火
作
業
だ
け
で
な

く
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
救
助
な
ど
、

多
方
面
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
消
防

団
員
の
確
保
に
も
資
す
る
よ
う
、
年

報
酬
な
ど
の
処
遇
改
善
予
算
を
本
定

例
会
議
に
提
案
し
、
消
防
団
の
充
実

強
化
に
努
め
ま
す
。

昨
年
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な

か
っ
た
市
民
参
加
の
消
火
訓
練
な
ど
、

積
極
的
に
実
施
し
、
火
災
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど
の
応
急
手

当
講
習
を
実
施
し
、「
ま
ち
か
ど
救

急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
認
定
事
業
所
と

も
協
力
し
て
、
救
急
車
が
病
院
に
到

着
す
る
ま
で
の
救
護
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

令
和
３
年
の
県
西
部
地
域
の
騒
音

認
知
件
数
は
、
ピ
ー
ク
の
平
成
26
年

に
匹
敵
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
島

根
県
や
関
係
市
町
と
一
緒
に
、
外
務

省
、
防
衛
省
に
対
し
て
飛
行
訓
練
の

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

米
軍
機
騒
音
問
題

７
協
働
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち

40
歳
未
満
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
へ
の

空
き
家
バ
ン
ク
物
件
の
改
修
費
助
成

を
拡
充
し
、
若
者
の
移
住
促
進
と
空

き
家
の
有
効
活
用
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
定
住
相
談
員
に
よ
る
相
談
対

応
に
努
め
、
市
内
事
業
所
へ
の
就
職

支
援
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

取
組
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
の
「
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
」
を
活
用
し
、
若
手
音
楽
家

定
住
環
境
づ
く
り
の
推
進

島
根
県
立
大
学
で
は
、
昨
年
４
月

に
国
際
関
係
学
部
及
び
地
域
政
策
学

部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
と
の
連
携
・
交
流
が
深

ま
る
よ
う
、
研
究
奨
励
金
等
給
付
事

業
を
活
用
し
た
学
生
の
研
究
支
援
を

行
い
ま
す
。

①
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

「
浜
田
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進

基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
一
人
ひ
と

り
の
個
性
や
違
い
な
ど
多
様
性
を
認

め
合
い
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
に
向
け
、
地
域
や
企

業
な
ど
に
も
積
極
的
に
研
修
の
開
催

や
参
加
を
働
き
か
け
、
人
権
尊
重
を

目
指
す
条
例
の
制
定
を
検
討
し
ま
す
。

②
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

「
浜
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
、
性
別
に
と
ら
わ
れ

大
学
等
高
等
教
育
機
関
と

の
連
携

人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
と

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

①
農
業
と
観
光
の
振
興

農
業
振
興
で
は
、
新
開
団
地
と
元

谷
団
地
を
核
と
し
て
、
大
粒
ぶ
ど
う

や
有
機
野
菜
な
ど
の
産
地
化
を
目
指

し
ま
す
。

金
城

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

①
農
地
保
全
と
農
業
振
興

農
地
保
全
で
は
、
広
域
集
落
組
織

の
未
設
立
地
区
に
お
い
て
、
立
ち
上

げ
支
援
を
行
い
ま
す
。

農
業
振
興
で
は
、
担
い
手
と
な
る

農
事
組
合
法
人
な
ど
の
体
制
整
備
、

強
化
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
交
流
人
口
の
拡
大

山
陽
方
面
か
ら
の
玄
関
口
と
な
る

旭
温
泉
を
拠
点
と
し
た
誘
客
促
進
が

重
要
で
あ
り
、
良
好
な
ア
ク
セ
ス
と

気
軽
に
く
つ
ろ
げ
る
旭
温
泉
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

③
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、
住
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
る
継
続
し
た
活

動
に
つ
な
が
る
よ
う
、
支
援
し
ま
す
。

①
農
業
生
産
と
加
工

町
内
３
つ
の
農
事
組
合
法
人
の
合

併
に
よ
る
担
い
手
の
新
体
制
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
収
益
性
の
向
上
と

農
作
業
の
効
率
化
に
よ
り
、
持
続
可

能
な
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

弥
栄

①�

石
州
和
紙
や
西
条
柿
な
ど
の
地
域

資
源
を
活い

か
し
た
産
業
振
興

石
州
和
紙
に
つ
い
て
は
、
技
術
継

承
、
加
工
品
の
販
売
促
進
、
原
材
料

の
「
楮
」
の
生
産
維
持
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
西
条
柿
に
つ
い
て
は
、

品
質
向
上
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活

用
し
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

②
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協

働
の
関
係
を
築
き
、
地
域
の
主
体
的

な
取
組
や
課
題
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

特
に
、
住
民
自
治
組
織
や
福
祉
施

設
な
ど
が
参
加
す
る
合
同
防
災
訓
練

に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上
や
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根

と
連
携
し
た
認
知
症
予
防
運
動
な
ど

の
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

③�

三
隅
発
電
所
２
号
機

本
年
11
月
の
営
業
開
始
を
予
定
さ

れ
、
現
在
、
施
設
が
ほ
ぼ
完
成
し
、

一
部
試
運
転
を
始
め
た
と
伺
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
地
域
住
民
や
事
業

者
と
連
携
し
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

三
隅

旭

中
山
間
地
域
対
策
で
は
、
令
和
３

年
度
か
ら
５
年
間
で
10
億
円
の
中
山

間
地
域
振
興
枠
を
設
け
、
農
地
保
全

や
鳥
獣
対
策
、
地
域
公
共
交
通
の
環

境
整
備
な
ど
、
中
山
間
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
、
令
和
４
年
度
は
、
①
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
統
合
や
新
た
な
防
災
情

報
シ
ス
テ
ム
導
入
の
検
討
、
②
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
運
行
支
援
、

③
地
域
農
業
の
担
い
手
育
成
支
援
や

温
泉
を
核
と
し
た
活
性
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

中
山
間
地
域
対
策

中
山
間
地
域
対
策

建設中の三隅発電所２号機

農事組合法人による農作業

地域による農地有効活用
（ひまわり栽培）

観
光
振
興
で
は
、温
泉
総
選
挙「
う

る
肌
部
門
」
全
国
第
1
位
の
美
又
温

泉
を
中
心
に
、
島
根
県
の
「
美
肌
県

し
ま
ね
」
と
連
携
し
、
泉
質
の
良
さ

を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
交
流
人
口
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

②�
生
活
環
境
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ

く
り

家
畜
の
臭
気
対
策
に
取
り
組
み
ま

の
移
住
促
進
を
進
め
ま
す
。

浜
田
応
援
団
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見
つ
つ
、
イ

ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
や
地
域
活
動
な

ど
に
団
員
の
知
識
や
経
験
を
活い

か
し

て
い
た
だ
く
取
組
を
進
め
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
人
材
の
誘
致
や
育
成
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
若
者
と
交

流
す
る
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

①
防
犯
対
策

令
和
３
年
は
、
特
に
還
付
金
詐
欺

な
ど
の
特
殊
詐
欺
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
浜
田
警
察
署
や
関
係
団
体

と
連
携
し
た
防
犯
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

②
交
通
安
全
対
策

高
齢
者
や
子
ど
も
の
交
通
安
全
対

策
に
重
点
を
置
き
、
浜
田
警
察
署
や

関
係
団
体
と
連
携
し
た
交
通
安
全
対

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

小
中
学
校
の
通
学
路
な
ど
の
安
全

対
策
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を

活
用
し
、
引
き
続
き
、
危
険
箇
所
の

解
消
に
努
め
ま
す
。

防
犯
・
交
通
安
全
対
策

新
し
い
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、

昨
年
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
災
害
時
に
適
切
な

避
難
行
動
が
取
れ
る
よ
う
、
防
災
出

前
講
座
な
ど
で
周
知
・
啓
発
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
重
要
な
情
報

を
速
や
か
に
伝
え
る
次
期
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
自
主
防
災
組
織
の
設

立
や
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

ほ
場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
令

和
４
年
度
に
杵
束
地
区
の
採
択
申
請

を
行
う
予
定
で
す
。

有
機
米
の
産
地
化
で
は
、
令
和
４

年
度
に
実
証
ほ
場
を
設
置
し
、
民
間

企
業
や
島
根
県
の
協
力
も
得
て
、
安

定
生
産
と
高
付
加
価
値
化
を
図
り
ま

す
。農

産
物
の
加
工
で
は
、
米
を
原
料

と
し
た
農
産
品
の
開
発
や
販
売
促
進

の
ほ
か
、
イ
ノ
シ
シ
肉
の
販
路
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。

②
新
し
い
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

令
和
３
年
４
月
に
２
つ
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
委
員
会
が
１
つ
に
な
り
、

新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
し
、
必

要
な
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、「
浜

田
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
に
掲
げ
る

「
ス
ク
ラ
ッ
プ・フ
ォ
ー・ビ
ル
ド
」

を
基
本
理
念
に
、
既
存
事
業
を
見
直

し
、
自
主
財
源
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
で
は
、
本
年
４
月
に

「
（
仮
称
）
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
」

を
設
置
し
、
令
和
４
年
度
を
「
Ｄ
Ｘ

元
年
」
と
位
置
付
け
、
行
政
手
続
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
対
応
し
た
シ
ス
テ

ム
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
行
政
情
報

化
と
地
域
情
報
化
の
整
合
性
を
図
り
、

行
政
の
効
率
化
と
市
民
福
祉
の
向
上

に
つ
な
が
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
検
討
し

ま
す
。

行
財
政
改
革

健
全
な
市
政
運
営
に

向
け
た
取
組

ず
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き

る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

中
止
な
ど
の
要
望
を
行
い
ま
す
。

す
。
現
在
、
臭
気
軽
減
に
つ
な
が
る

よ
う
、
家
畜
の
排
泄
物
を
利
用
し
た

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
の
検
討
を
事

業
関
係
者
な
ど
と
進
め
て
い
ま
す
。

「
弥
栄
の
み
ら
い
創
造
会
議
」
と
し

て
始
動
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
本
委

員
会
と
一
緒
に
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

高
齢
者
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

ふ
る
さ
と
体
験
村
は
、
令
和
５
年

４
月
の
再
開
に
向
け
、
本
定
例
会
議

に
関
連
議
案
を
提
案
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
私
に
と
っ
て
市

政
運
営
３
期
目
の
本
格
稼
働
の
年
で

す
。
近
年
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
行

政
課
題
に
、
国
や
県
の
支
援
も
得
な

が
ら
近
隣
市
町
と
連
携
し
、
諸
課
題

の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

終
わ
り
に

令
和
４
年
度
予
算
の
編
成
で
は
、

新
た
に
策
定
し
た
総
合
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
主
要
事
業

の
予
算
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
高
度
衛
生
管

理
型
荷
さ
ば
き
所
の
整
備
に
取
り
組

む
ほ
か
、
周
布
橋
の
架
け
替
え
工
事

に
本
格
的
に
着
手
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
た
再
生
可

令
和
４
年
度
当
初
予
算（
案
）

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
支
援
に
加
え
、

消
防
団
員
の
処
遇
改
善
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
の
対
象
年
齢
拡
充
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
３
８
９

億
１
千
万
円
、
令
和
３
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
、
金
額
で
16
億
８
千
万

円（
４
．
５
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
は
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
な
対
策
に
つ

い
て
は
臨
機
応
変
に
対
応
し
ま
す
。

一
方
で
、「
中
期
財
政
計
画
及
び

見
通
し
」
で
お
示
し
し
た
、
将
来
に

責
任
の
あ
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営

の
実
現
に
向
け
、
行
財
政
改
革
の
取

組
も
並
行
し
て
行
い
ま
す
。

仮設歩道橋建設中の周布橋

大粒ぶどう
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ＩＣＴ機器を活用した授業

１
学
校
教
育
の
充
実

教
育
方
針

学
力
育
成
対
策

教
職
員
の
働
き
方
改
革

ふ
る
さ
と
郷
育

教
育
魅
力
化

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

令
和
４
年
度

い
じ
め
防
止

小
中
学
校
の
適
正
配
置

　
今
年
度
は
、
こ
れ
か
ら
の
4
年
間

を
計
画
期
間
と
す
る
新
た
な
教
育
振

興
計
画
の
実
行
元
年
で
す
。
教
育
大

綱
の
「
夢
を
持
ち
、
郷
土
を
愛
す
る

人
を
育
む
」
と
い
う
理
念
は
、
前
計

画
か
ら
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　
浜
田
市
の
教
育
は
、
幼
児
教
育
を

ス
タ
ー
ト
と
し
て
学
校
教
育
か
ら
生

涯
学
習
に
至
る
年
齢
に
応
じ
た
縦
軸

の
教
育
の
充
実
と
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
お
互
い
が
当
事
者
と
な
る
横

軸
の
協
働
体
制
づ
く
り
に
機
軸
を
置

い
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
一
例
に
、

Ｓ
o
c
i
e
t
y
５
．
０
と
言
わ

れ
る
技
術
革
新
、
価
値
観
の
多
様
性

を
認
め
合
う
共
生
社
会
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
、
持
続
可
能

な
開
発
を
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
浸
透

な
ど
で
す
。

　
こ
う
し
た
複
雑
多
様
化
す
る
社
会

環
境
の
変
化
の
中
で
、
教
育
も
新
た

な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、

教
育
の
根
底
に
あ
る
大
切
な
も
の
は

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
松
尾
芭
蕉
が
説
い
た
と
言
わ
れ
る

俳
諧
の
理
念
に
「
不
易
と
流
行
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
変
え
て

は
い
け
な
い
も
の
は
維
持
し
つ
つ
、

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

事
は
う
ま
く
い
く
」
と
い
う
考
え
方

で
す
。

　
教
育
に
お
け
る
不
易
と
は
、
人
権

尊
重
の
精
神
を
全
て
の
教
育
の
基
底

に
据
え
て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
り
、

自
立
に
向
か
う
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
す
る
進
路
保
障
の
考
え
方
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
流
行
と
は
。
例
え
ば
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
多
様
性
を
認
め
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
新
し
い
生
活
様
式
へ
の

対
応
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
行
動
す
る
人
を
育
む
教
育
な

ど
、
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

の
手
法
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
法
は
、
子
ど
も
を
主

語
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
学
校
は
「
教
え
る
場
」
か

ら
「
学
ぶ
場
」
に
変
わ
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
複
雑
多
様
化
す
る
社
会
を
生
き
抜

く
力
を
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
身

に
着
け
て
い
け
る
よ
う
に
、
教
育
委

員
会
も
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
実
施

し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
に
は
、
持
続
可
能
な
社

会
の
担
い
手
と
し
て
、
様
々
な
変
化

に
積
極
的
に
向
き
合
い
、
他
者
と
協

働
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い
く
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
自
ら
学
び
に
向
か
う

力
の
育
成
を
図
り
な
が
ら
、
国
語
教

育
を
要
と
し
つ
つ
、
理
数
教
育
の
充

実
に
も
努
め
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、「
協
調
学
習
」や「
図

書
館
活
用
教
育
」
を
柱
と
し
、
児
童

生
徒
が
協
働
し
て
答
え
を
導
き
出
し

て
い
く
力
を
育
成
す
る
取
組
を
進
め

ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
、
基
盤
と
な
る
読
解

力
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
小
学

校
の
算
数
に
つ
い
て
の
取
組
も
強
化

し
ま
す
。
併
せ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

　
令
和
５
年
度
か
ら
の
「
休
日
の
部

活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
」
を
目

指
し
、
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り

を
検
討
し
ま
す
。

　
小
中
学
校
で
は
、
地
域
の
文
化
や

歴
史
に
着
目
し
た
ふ
る
さ
と
学
習
や

本
市
の
豊
か
な
海
・
山
・
川
を
テ
ー

マ
と
し
た
海
洋
教
育
・
自
然
体
験
活

動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
保
護
者
と

と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
行
う
地
域
活
動
に
参
加
す
る
よ

う
に
働
き
か
け
る
な
ど
、「
ふ
る
さ

と
郷
育
」
を
学
校
か
ら
家
庭
、
地
域

へ
と
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
活
動
を
通
じ
て
、
学

校
と
地
域
が
連
携
し
た
教
育
活
動
や

高
校
生
が
主
体
的
に
行
う
地
域
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

高校生と住民との対話

　
「
浜
田
市
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
」
の
も
と
、
い
じ
め
の
未
然
防
止

や
早
期
発
見
の
た
め
の
学
級
集
団
作

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
、「
い

じ
め
を
見
逃
さ
な
い
」
と
い
う
教
職

員
の
意
識
を
高
め
、
い
じ
め
を
認
知

し
た
場
合
に
は
組
織
で
対
応
す
る
な

ど
、
各
校
が
適
切
か
つ
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
指
導
・
支
援
を
行
い
ま

す
。

　
「
浜
田
市
立
小
中
学
校
統
合
再
編

計
画
（
案
）」
を
保
護
者
や
地
域
の

皆
さ
ん
に
説
明
す
る
中
で
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
も
募

集
し
、
計
画
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

統
廃
合
予
定
の
学
校
の
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
の
心
配
な
点
を
な
る
べ

活
用
し
た
授
業
に
つ
い
て
も
、
研
修

の
機
会
の
確
保
や
指
定
校
の
取
組
を

広
げ
る
な
ど
、
授
業
の
質
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

文化財調査の様子

※　
令
和
４
年
度
施
政
方
針
・
教
育

方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３
社
会
教
育
の
推
進

２
家
庭
教
育
支
援
の
推
進

４
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

学
校
施
設
の
老
朽
化

幼
児
教
育
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

文
化
財

家
庭
教
育
支
援

社
会
教
育
士
の
取
得

は
ま
だ
っ
子
共
育
推
進
事
業

　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
設
置
率
は
33
％

で
す
が
、
将
来
的
に
75
％
程
度
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
で
き

る
だ
け
前
倒
し
で
き
る
よ
う
検
討
し

ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
避
難
所
に

も
な
る
体
育
館
の
ト
イ
レ
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
も
含
め
て
令
和
４
年
度

か
ら
４
年
間
、
集
中
的
に
洋
式
ト
イ

レ
へ
の
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
乳
幼
児
期
は
、
生
き
る
力
の
基
礎

を
育
む
重
要
な
時
期
で
あ
る
た
め
、

幼
児
教
育
施
設
に
従
事
す
る
人
を
対

象
と
し
た
研
修
を
行
う
な
ど
、
保

育
・
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
取

組
を
実
施
し
ま
す
。

　
公
立
幼
稚
園
は
、
令
和
5
年
度
に

統
合
を
予
定
し
て
お
り
、
早
々
に
統

合
幼
稚
園
の
基
本
方
針
を
策
定
し
ま

す
。
統
合
幼
稚
園
に
は
、
新
た
に
市

内
の
幼
児
教
育
力
向
上
の
拠
点
と
な

る
「
浜
田
市
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
」

と
、
特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
子

ど
も
の
支
援
の
充
実
の
た
め
の
「
幼

児
通
級
教
室
」
を
設
置
す
る
予
定
で
、

そ
の
準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
！
浜
田
親
子
共
育
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
効
果
を
高
め
る

た
め
に
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
な
ど

の
人
材
確
保
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
様
々
な
学
び
の
提
供
や
、
放

課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に

も
努
め
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
対
応

　
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
児
童
生
徒
や
教
職
員
へ

の
周
知
を
図
り
、
学
校
で
は
、
そ
う

し
た
児
童
生
徒
の
早
期
発
見
の
た
め
、

日
常
の
細
か
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
が
連
携
し
た

社
会
教
育
の
取
組
が
一
層
進
む
よ
う
、

支
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
、

社
会
教
育
士
の
取
得
も
進
め
ま
す
。

　
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
み
、

子
ど
も
も
大
人
も
、
そ
し
て
地
域
も

高
ま
り
合
お
う
！
」
の
理
念
の
も
と
、

「
地
域
学
校
協
働
活
動
」、「
地
域
子

ど
も
活
動
」、「
家
庭
教
育
支
援
活

動
」
の
３
つ
の
柱
を
軸
に
、
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

図
書
館

　
「
第
３
次
浜
田
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
な
ど
に
お
け
る
子
ど
も

の
読
書
活
動
を
一
体
的
に
進
め
ま
す
。

　
移
動
図
書
館
車
「
ラ
ブ
ッ
ク
号
」

は
、
車
両
の
更
新
を
行
い
、
多
様
な

世
代
の
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
蔵
書
数
の
増
加
に
努
め
ま
す
。

　
令
和
12
年
、
島
根
県
で
開
催
予
定

の
第
84
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お

い
て
、
本
市
は
５
つ
の
競
技
の
会
場

地
と
な
る
予
定
で
す
。

　
開
催
に
向
け
て
、
浜
田
市
体
育
協

会
及
び
各
競
技
団
体
と
連
携
し
、
選

手
や
指
導
者
の
育
成
及
び
競
技
の
普

及
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

を
見
据
え
、
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親

５
歴
史
文
化
の
伝
承
と
創
造

芸
術
文
化
の
振
興

　
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
浜
田
市
美
術
展
や
石

本
正
日
本
画
大
賞
展
を
開
催
し
、
芸

術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
ま

す
。

　
小
中
学
生
に
優
れ
た
芸
術
鑑
賞
に

触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
ス
ク
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
地
元
に

お
い
て
設
立
さ
れ
、
音
楽
を
志
す
若

者
が
所
属
す
る
団
体
と
も
連
携
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
様
々
な
文
化
財
の

保
存
活
用
を
計
画
的
に
促
進
す
る
た

め
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の

作
成
に
着
手
し
ま
す
。

く
解
消
で
き
る
よ
う
に
努
め
、
協
力

を
得
な
が
ら
よ
り
良
い
教
育
環
境
の

実
現
の
た
め
、
取
組
を
進
め
ま
す
。

し
む
こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
活
動

推
進
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た

め
、
石
見
神
楽
関
係
な
ど
の
文
化
財

指
定
に
向
け
て
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

歴
史
文
化
保
存
展
示
施
設

　
浜
田
郷
土
資
料
館
の
老
朽
化
や
展

示
ス
ペ
ー
ス
の
狭
隘
化
な
ど
の
問
題

か
ら
、
建
て
替
え
整
備
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
浜
田

郷
土
資
料
館
の
現
状
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
建
て
替
え

整
備
の
経
緯
や
背
景
を
説
明
し
、
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人

運
転
免
許
を

返
納
し
た
人

対
象　
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
度
末
時

点
で
70
歳
以
上
と
な
る
人
（
令
和

４
年
度
は
、
昭
和
28
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

※　
令
和
３
年
度
中
に
上
限
ま
で
購

入
し
た
人
も
、
新
た
に
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
度
末
時

点
で
69
歳
以
下
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
～

３
級

※　
人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害
者

通
院
交
通
費
助
成
を
受
け
て
い
る

場
合
は
除
き
ま
す
。

販
売
内
容

１
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を

１
５
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

購
入
で
き
る
冊
数

１
年
度
に
つ
き
、
１
人
10
冊
ま
で

購
入
で
き
ま
す
。

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
�
９
３
２
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

場所 販売日時

金
城

市役所金城支所 １日㈮以降
の開庁日 8:30～17:15

久佐まちづくりセンター 22日㈮ 10:30～11:30
今福まちづくりセンター 21日㈭ 13:30～14:30
美又まちづくりセンター 22日㈮ 9:00～10:00
波佐まちづくりセンター 21日㈭ 9:00～10:00
小国まちづくりセンター 21日㈭ 10:30～11:30

旭

市役所旭支所 １日㈮以降
の開庁日 8:30～17:15

木田まちづくりセンター 15日㈮ 9:00～10:00
和田まちづくりセンター 15日㈮ 10:30～11:30
都川まちづくりセンター 15日㈮ 9:00～10:00
市木まちづくりセンター 15日㈮ 10:30～11:30

弥
栄

市役所弥栄支所 １日㈮以降
の開庁日 8:30～17:15

杵束まちづくりセンター １日㈮以降
の開館日 9:00～15:00

三
隅

市役所三隅支所 １日㈮以降
の開庁日 8:30～17:15

岡見まちづくりセンター

１日㈮以降
の平日の開
館日

9:00～17:00

三保まちづくりセンター
白砂まちづくりセンター
三隅まちづくりセンター
黒沢まちづくりセンター
井野まちづくりセンター

４月は次の日時・場所で敬老福祉乗車券を販売します。

※　各会場へお越しの際は、マスクの着用にご協力ください。また、当日の体調がすぐれない場合は、ご
　来場をお控えください。

※　市役所本庁舎総合窓口課、各支所防災自治課（三隅支所は市民福祉課）、杵束まちづくりセンター、　
　岡見まちづくりセンター、三保まちづくりセンター、白砂まちづくりセンター、三隅まちづくりセン
　ター、黒沢まちづくりセンター、井野まちづくりセンターでは５月以降も販売します。

※　今福まちづくりセンター、波佐まちづくりセンター、小国まちづくりセンターでは偶数月の第３木曜
　日に、久佐まちづくりセンター、美又まちづくりセンターでは、偶数月の第３金曜日に販売します。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ
か

の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
～
3
級

※　
人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害
者
通
院
交
通

費
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
内
容

1
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を
、
1
年
度

に
つ
き
、
5
冊
ま
で
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

※　
敬
老
福
祉
乗
車
券
の
交
付
を
受
け
る
人
工

透
析
患
者
で
、
通
院
距
離
が
片
道
２
㎞
以
上

の
医
療
機
関
で
人
工
透
析
療
法
（
腹
膜
透
析

を
除
く
）
を
受
け
る
場
合
は
、
通
院
距
離
に

応
じ
て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

交
付
に
必
要
な
も
の

①
各
種
手
帳
（
原
本
）

対
象　
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す
る
人

※　
更
新
せ
ず
に
失
効
し
た
人
の
う
ち
、
運
転

経
歴
証
明
書
を
取
得
し
た
人
も
対
象
で
す
。

・
平
成
28
年
7
月
以
降
に
全
て
の
運
転
免
許
を

自
主
返
納
又
は
失
効
し
た
人

・
運
転
免
許
返
納
又
は
失
効
時
及
び
申
請
時
に

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
運
転
免
許
返
納
又
は
失
効
時
に
70
歳
以
上
で

あ
っ
た
人

交
付
内
容

1
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を
5
冊
無
料

で
交
付
し
ま
す
（
1
回
限
り
）。

交
付
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
自
署
の
場
合
不
要
）

②
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）

自
主
返
納
し
た
人
の
場
合

③
島
根
県
公
安
委
員
会
発
行
の
「
申
請
に
よ
る

運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

④
運
転
経
歴
証
明
書
、
又
は
返
納
手
続
を
し
た

後
の
運
転
免
許
証
（
穴
あ
き
）

失
効
し
た
人
の
場
合

⑤
運
転
経
歴
証
明
書

受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
4
時

交
付
場
所

・
総
合
窓
口
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

※　
４
月
１
日
㈮
～
８
日
㈮
・
11
日
㈪
～
15
日
㈮

は
、
本
庁
舎
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
交
付
し
ま
す
。

敬
老
福
祉
乗
車
券
（
１
冊
３
０
０
０
円
分
）

・
70
歳
以
上
の
人
は
１
５
０
０
円
で
購
入
で
き

ま
す
。

・
無
料
交
付
の
対
象
と
な
る
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
無
料
交
付
に
加
え
１
５

０
０
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

・
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
人
（
運
転
免
許

を
更
新
せ
ず
に
失
効
し
た
人
の
一
部
も
対
象
）

に
は
無
料
で
交
付
し
ま
す
（
１
回
限
り
）。

・
１
冊
当
た
り
、
１
０
０
円
券
×
30
枚
綴
り
と
、

５
０
０
円
券
×
6
枚
綴
り
が
あ
り
ま
す
。

利
用
で
き
る（
市
が
契
約
す
る
）公
共
交
通
機
関

・
石
見
交
通
バ
ス

・
高
速
バ
ス
（
浜
田
広
島
線
全
社
）

・
総
企
バ
ス

・
市
内
の
タ
ク
シ
ー
（
介
護
タ
ク
シ
ー
含
む
）

※　

乗
車
前
に
乗
車
券
が
利
用
で
き
る
タ
ク

シ
ー
か
ど
う
か
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
生
活
路
線
バ
ス
（
お
お
な
ん
バ
ス
含
む
）

・
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

・
井
野
っ
地
号

※　
Ｊ
Ｒ
（
鉄
道
）
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
開
始
日（
販
売
及
び
障
が
い
者
無
料
交
付
分
）

４
月
１
日
㈮

利
用
期
限

令
和
６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

使
用
上
の
注
意
事
項

・
本
人
以
外
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
偽
造
・
譲
渡
・
転
売
は
禁
止
し
ま
す
。

・
払
戻
し
及
び
再
交
付
は
し
ま
せ
ん
。

左
ペ
ー
ジ
の
販
売
場
所
で
は
、

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
へ
の

無
料
交
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
課
公
共
交
通
大
学

支
援
係　
☎
�
９
２
０
１

問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
課

公
共
交
通
大
学
支
援
係

☎
�
９
２
０
１

無料交付

無料交付注意

70
歳
以
上
の
人
・

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

販　売

敬老福祉乗車券の販売場所

お
知
ら
せ

交
付
場
所

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

（
東
分
庁
舎
１
階
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

場所 販売日時

浜
田

市役所本庁舎１階
市民ロビー

１日㈮・４日㈪ 8:30～19:00
２日㈯・３日㈰ 8:30～12:00
５日㈫～８日㈮
11日㈪～15日㈮ 8:30～17:15

市役所本庁舎１階
総合窓口課

18日㈪以降の開
庁日 8:30～17:15

石見まちづくりセンター 20日㈬ 13:30～15:30
27日㈬ 9:00～11:00

細谷分館 19日㈫ 9:00～10:00
長見分館 19日㈫ 11:00～12:00
後野分館 22日㈮ 9:00～10:00
佐野分館 22日㈮ 10:30～11:30
宇津井分館 19日㈫ 13:30～14:30

長浜まちづくりセンター 21日㈭ 13:30～15:30
28日㈭ 9:00～11:00

周布まちづくりセンター 21日㈭ 9:00～11:00
27日㈬ 13:30～15:30

大麻まちづくりセンター 25日㈪ 9:00～11:00
美川まちづくりセンター 25日㈪ 13:30～15:30
東分館 26日㈫ 11:00～12:00
西分館 26日㈫ 9:00～10:00

国府まちづくりセンター 20日㈬ 9:00～11:00
26日㈫ 13:30～15:30

　宇野分館 18日㈪ 10:30～11:30
　有福分館 18日㈪ 9:00～10:00

次
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

１
年
度
に
つ
き
、
１
人
15
冊
ま
で
購

入
で
き
ま
す
。

浜
田
地
域
…
長
見
町
・
佐
野
町
・
宇

津
井
町
・
治
和
町
・
津
摩
町
・
吉

地
町
・
西
村
町
・
折
居
町
・
東
平

原
町
・
鍋
石
町
・
櫟
田
原
町
・
田

橋
町
・
横
山
町
・
内
村
町
・
井
野

町
・
上
府
町・久
代
町・宇
野
町・

下
有
福
町・大
金
町

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
地
域

…
全
域

購
入
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
自
署
の
場
合
不
要
）

②
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険

証
な
ど
）

※　
申
請
書
は
、
各
販
売
場
所
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

※　
代
理
申
請
の
場
合
、
同
居
す
る

家
族
以
外
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

敬老福祉乗車券を
　販売・無料交付します

大変好評をいただいている「敬老福祉乗車券」を、
今年度も販売・無料交付します。

今年度は対象者を拡大し、該当となる障害者手帳
をお持ちの人も購入できるようになりました。

市内公共交通機関を半額又は無料で利用できる、
とてもお得な乗車券です。買い物や通院などにご活
用ください。

有
効
期
限
が
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
の
敬

老
福
祉
乗
車
券
は
、
期
限
を
１
年
延
長
し
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

既
存
の
敬
老
福
祉
乗
車
券
の

有
効
期
限
を
延
長
し
ま
す
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問合せ
環境課くらしと環境係
☎�９４２０

令和４年度
狂犬病予防集合注射を実施します

持参するもの
既に犬の登録をしている場合
・予防注射料金１頭３,050円
　（注射料金２,500円・注射済票交付手数料550円）
・令和４年度狂犬病予防集合注射のお知らせハガキ
　※　既に登録のある人には、お知らせハガキを
　　郵送します。
新規登録の場合
・登録手数料１頭３,000円
・予防注射料金１頭３,050円
　（注射料金２,500円・注射済票交付手数料550円）
共通
・ビニール袋などのフン処理用具

飼い主へのお願い
・犬を制御できる人が同行してください。
・接種時にはしっかりと犬の体を固定してください。

市職員が犬を固定することはしません。
・ケガなどの防止のため、長袖・長ズボンなどの安

全面を考慮した服装でお越しください。
・犬には必ずリードをつけ、逃走防止に努めましょう。

注意事項
・郵送したお知らせハガキを持っている人から優先

的に注射しますので、ハガキを忘れずにお持ちく
ださい。

・当日の交通事情などにより、予定時間からずれて
到着する場合があります。

・犬が高齢・妊娠中・投薬中・ほかのワクチン接種
１か月以内・病気や体調不良の場合は、動物病院
を受診してください。

・会場で受けることができない場合は、動物病院で
注射を受けてください（登録もできます）。ただし、
手数料が加算される場合があります。

・浜田市以外で登録している犬・生後９1日未満の犬
は、当日会場で注射を受けられません。

・新規登録は浜田市に住民票のある人に限ります。

新型コロナウイルス感染症予防
・マスクなどの着用をお願いします。
・会場ではなるべく他の人と距離を空けてお待ちく

ださい。
・体調がすぐれない場合は、来場を控えてください。

令和４年度狂犬病予防集合注射日程表

犬の飼い主には、生後９1日以上の飼い犬に生涯１回の登録と狂犬病予防注射
を毎年受けさせることが法律で定められています。

市では、各地域で新規登録の受付と狂犬病予防集合注射を実施します。
会場については日程表を確認いただき、間違いの無いようお越しください。
どの会場でも注射・登録ができます。また、当日は雨天でも実施します。

【浜　田】
４月 場　所 時　間 ４月 場　所 時　間 ４月 場　所 時　間
13
日
㈬

牛谷バス停付近 ９:00～ ９:05

15
日
㈮

長浜商港バス停付近 10:３5～10:４0

18
日
㈪

キヌヤ長澤店駐車場 ９:２0～ ９:２5
美川まちづくりセンター西分館前 ９:10～ ９:２0 長浜まちづくりセンター前 10:４5～10:50 ヒルズガーデン神在入り口 ９:３0～ ９:３5
櫟田原公民館前 ９:３0～ ９:３5 浜田商業高校上り口付近 10:55～11:00 下府公民館前 ９:４0～ ９:４5

14
日
㈭

上内田バス停付近 8:50～ 8:55 熱田５町内集会所 11:05～11:10 国府まちづくりセンター前 ９:50～10:00
美川まちづくりセンター駐車場 ９:00～ ９:05 汐入県職員住宅前 11:15～11:２0 国分尼寺跡前 10:10～10:15
下鍋石バス停付近 ９:15～ ９:２0 笠柄児童公園 11:２5～11:３0 ブルーコーンズ前 10:２0～10:２5
石見まちづくりセンター長見分館入口付近 1３:50～1３:55 青川陸橋下駐車場付近 11:３5～11:４0 国府まちづくりセンター有福分館前 10:３5～10:４0
石見まちづくりセンター細谷分館前 1４:10～1４:15 瀬戸ケ島町 高森英明様宅前 11:４5～11:50 姉金千代延様宅付近 10:４5～10:50

15
日
㈮

大麻まちづくりセンター前 ９:00～ ９:05 浜田保健所 11:55～1２:10 宇野簡易郵便局付近 10:55～11:00
西村インター口浜田市街寄り待避所 ９:10～ ９:15 17

日
㈰
市役所東分庁舎前駐車場 9:30～11:30

上府自治公民館 11:05～11:10
門田公民館 ９:２0～ ９:２5 上府町市尻酒店付近 11:15～11:２0
吉地集会所 ９:３0～ ９:３5 竹迫団地公園前（４町内）11:３0～11:３5
周布１町内公民館 ９:４0～ ９:４5

18
日
㈪

ラ・ペアーレ浜田 8:３5～ 8:４5 野原町２公民館前 11:４0～11:４5
周布まちづくりセンター前 ９:50～ ９:55 JAしまねいわみ中央福祉センター

(旧JAしまね長沢事業所) 8:50～ 8:55 野原町１公民館下駐車場 11:50～11:55
ＪＦしまね津摩出張所 10:05～10:10 19

日
㈫

旧後野小学校下 8:50～ 8:55
日脚公民館児童館 10:15～10:２0 生湯町海水浴場休憩所付近 ９:00～ ９:05 両間口バス停付近 ９:00～ ９:05
日脚児童公園付近（大久保団地内）10:２5～10:３0 二反田団地集会所前 ９:10～ ９:15 旧佐野小学校 ９:10～ ９:15

【三　隅】
４月 場　所 時　間 ４月 場　所 時　間 ４月 場　所 時　間

13
日
㈬

ひゃこるバス周布地停留所付近 ９:４5～ ９:50

13
日
㈬

矢富石油店岡見給油所裏駐車場 11:２0～11:２5

13
日
㈬

芦谷集会所前 1３:３5～1３:４0
市場集会所前 ９:55～10:00 岡見まちづくりセンター前 11:３0～11:３5 みのり会館前 1３:４5～1３:50
井川集会所 10:10～10:２0 古湊漁村センター 1２:４5～1２:50 上今明神明宮下 1３:55～1４:00
河野建設㈱向側広場 10:２5～10:３0 三保まちづくりセンター前 1２:55～1３:00 下室谷集会所前 1４:10～1４:15
河内橋上待避所 10:３5～10:４5 谷集会所 1３:05～1３:10 東平原上集会所前 1４:２0～1４:２5
市役所三隅支所 10:50～11:00 海石集会所 1３:15～1３:２5 白砂まちづくりセンター前 1４:３0～1４:３5
㈲杖田農機店グリーンショップ横 11:10～11:15

【弥　栄】
４月 場　所 時　間 ４月 場　所 時　間 ４月 場　所 時　間

14
日
㈭

野坂　前山章男様宅前 ９:３0～ ９:３5
14
日
㈭

大坪バス停留所前 11:05～11:10
14
日
㈭

市役所弥栄支所 1２:00～1２:05
西の郷ライスセンター前 ９:４0～ ９:４5 旧美里無人市前（小角） 11:15～11:２0 西河内　山崎様宅前 1３:10～1３:15
杵束まちづくりセンター前 ９:50～ ９:55 稲代集会所 11:２5～11:３5 日高集会所 1３:２0～1３:２5
熊の山　齋藤繁美様宅前 10:２0～10:２5 六歩谷集会所 11:４0～11:４5 小坂公民館 1３:３5～1３:４0
上田野原集会所 10:４0～10:４5 高坂谷　小松原忠雄様宅付近 11:50～11:55

【金　城】
４月 場　所 時　間 ４月 場　所 時　間 ４月 場　所 時　間

19
日
㈫

下長屋集会所前 ９:２0～ ９:２5

20
日
㈬

浄蓮寺下 10:15～10:２0

20
日
㈬

新開集会所 1２:15～1２:２0
ふれあい会館裏（県道側） ９:３0～ ９:３5 亀谷原　榎一夫様宅前 10:２5～10:３0 今田よりあい会館 1３:３0～1３:３5
美又口　渡辺様宅横 ９:４0～ ９:４5 旧JA小国事業所前 10:４0～10:４5 金田会館 1３:４0～1３:４5
久佐川生活改善センター付近 ９:50～ ９:55 上徳田バス停付近 10:50～10:55 小松木口 1３:50～1３:55

20
日
㈬

小笹集会所 ９:00～ ９:05 浄光寺谷バス停付近 11:05～11:10 入野集会所 1４:00～1４:05
伊木集会所 ９:10～ ９:15 新生集会所 11:15～11:２0 越沢集会所 1４:10～1４:15
下ノ原　鍛冶畑様宅入口付近 ９:２5～ ９:３0 久佐まちづくりセンター前 11:２5～11:３0 大元集会所 1４:２0～1４:２5
かたらいの家前 ９:３5～ ９:４0 下久佐集会所 11:４0～11:４5 福原集会所 1４:３0～1４:３5
深笹上集会所 ９:50～ ９:55 上長屋集会所 11:50～11:55
波佐まちづくりセンター前 10:05～10:10 上組集会所 1２:00～1２:05

【　旭　】
４月 場　所 時　間 ４月 場　所 時　間 ４月 場　所 時　間

19
日
㈫

丸原センター 10:00～10:10
19
日
㈫

市木生活改善センター 11:３0～11:４0
19
日
㈫

和田生活改善センター 1２:２0～1２:２5
坂本構造改善センター 10:３0～10:３5 戸川生活改善センター 11:50～11:55 市役所旭支所 1３:３0～1３:４0
谷神社付近 10:４5～10:50 本郷バス停留所付近 1２:00～1２:05 木田生活改善センター 1３:50～1３:55
都川高齢者活動促進センター 11:10～11:15 重富生活改善センター 1２:10～1２:15 山ノ内生活改善センター 1４:00～1４:05

会場の見直しを行っていますので、ご確認ください。令和４年４月から、将来像「住みたい　住んでよかっ
た　魅力いっぱい　元気な浜田」を目指した「第２次
浜田市総合振興計画後期基本計画」によるまちづくり
がスタートします。

後期基本計画では、特に「若者が暮らしたいまちづ
くり」に向けた取組を進め、「元気な浜田」を目指すこ
ととしています。

問合せ　政策企画課企画係　☎�９２００

「第２次浜田市総合振興計画後期基本計画」がスタートします
～「若者が暮らしたいまちづくり」を目指して～

市民の皆さんに計画を知っていただき、皆さんと共
に「元気な浜田づくり」を進めるため、「概要・解説
編」を広報はまだ５月号と一緒に配布予定です。ぜひ
ご覧ください。

なお、計画の「全体版」は、市ホームページでご覧
いただけます。

また、「全体版」の冊子が必要な場合は、本庁政策企
画課及び各支所防災自治課で購入できます。

〇　総合振興計画後期基本計画全体版
　カラー版　　1,000円／冊
　　白黒版　　　２00円／冊

第２次浜田市総合振興計画
後期基本計画



「協働」のまちづくり
みんなで取り組む

浜田市では、令和３年４月に「浜田市協働のまちづくり推進条例」を施行し、
新たなまちづくりがスタートしました。

また、条例の基本理念の実現を目指し、実践するため、「協働」に関する基本
的な考えや市が行う必要な取組を示した「浜田市協働のまちづくり推進計画」を
策定しました。

今後は、より多くの市民の皆さんの参画をいただきながら、協働のまちづくり
を更に進め、「全ての人が一体となった持続可能で元気な浜田」実現のため本計
画の取組を進めます。

なお、「浜田市協働のまちづくり推進計画」は、市ホームページで公開しています。

地域の課題を解決し、住みやすいまちをつくるため、
市民や事業者、まちづくり活動団体、地域協議会、大学
などの高等教育機関、市といった、複数の主体が対等な
立場で連携、協力し、共に考え、共に行動することです。

条例の基本原則を定めたもので、
協働のまちづくりの進め方のことです。

・一人ひとりがまちづくりの主役であることを認識し、
　一体的なまちづくりに向けて、積極的に取り組む。
・人や地域のつながりを大切にし、お互いを尊重し助け合い、
　それぞれの特徴や得意分野を活

い

かす。
・浜田の自然、伝統、文化を次世代に継承し、地域の個性を活

い

かす。
・お互いが、まちづくりに関する情報を提供し、共有する。

４つの基本方針を設定し、情報発信・共有の推進、人材育成、市職員の意識向上、
地域活動の支援及び庁内協働推進体制の整備などに取り組んでいきます。

「浜田市協働のまちづくり推進計画」を策定しました

協働大学など
高等教育
　機関

市

地域
協議会

市民など
※

基本方針 主な取組
①　協働の意識づくりと主体
　　的なまちづくりの促進

出前講座の実施、協働事例集の作成・周知、まちづくりセンターを拠
点とした協働事業の実施、市職員研修の実施など

②　活動基盤の整備 まちづくり活動団体への財政的支援、活動環境の整備など

③　地域自治の強化 地区まちづくり推進委員会の組織化支援、町内会等の加入促進など
④　協働の仕組みづくり 協働推進本部の設置、協働推進員の配置など

浜田市協働の
まちづくり推進計画

「協働のまちづくり」ってどういうこと？

条例の「基本理念」って何ですか？

「推進計画」で市は、どんな取組をするの？

協働のまちづくり
イメージ図

※　事業者及び
　　まちづくり活動
　　団体を含む

問合せ
　地域活動支援課地域活動支援係
　☎�９２０１

1415 広報はまだ：令和４年４月号広報はまだ：令和４年４月号

問合せ
　行財政改革推進課行革推進係
　☎�９１０１

浜田市行政組織の一部が変わります ４月１日

健康福祉部

市民生活部

　４月から、以下のとおり行政組織の一部を変更します。
　変更する部署については、太字で記載しています。
　また、全体の機構図は、市ホームページに掲載しています。

総務部

総務課
システム管理係

総務課システム管理係の名称をデジタル推進係に
変更し、新設するデジタル推進室へ移管します

総務課
デジタル推進室
　デジタル推進係

☎�９１５０

健康医療対策課
　地域包括ケア推進係

地域包括ケア推進係を
高齢者福祉係に統合
し、浜田市社会福祉協
議会に業務の一部を委
託します

環境課
カーボンニュート

　ラル準備室

環境課
カーボンニュート

　ラル推進室

☎�９００８

新型コロナウイルス
ワクチン対策室

新型コロナウイルス
ワクチン対策室
ワクチン対策係

☎�９１０６

子育て支援課
子育て政策係
子育て支援係
保育所幼稚園係

子育て支援センター

子ども・子育て支援課
子ども政策係
子ども家庭相談係
保育所幼稚園係

子育て世代包括
　　支援センター
子育て支援係
子育て交流係

☎�９３３０

都市建設部

上下水道部（10月１日から）

産業経済部

商工労働課
雇用立地係
商工政策係

企業の立地及び支援に関する業務を商工労働課か
ら産業振興課へ移管し、係の名称を変更します

商工労働課
商工労働係
事業支援係

☎�９５００

管理課 水道管理課
☎�９９００

産業振興課
貿易振興係

産業振興課
企業立地貿易振興係

☎�９５０２

建設企画課
　都市計画係
　国県事業推進係

　検査室

地籍調査課を建設企画課に統合するとともに、
建設企画課検査室に検査係を新設します

建設企画課
　都市計画係
　国県事業推進係
　地籍調査係

　検査室
　検査係

☎�９６００

地籍調査課
地籍第一係
地籍第二係

廃止

下水道課
管理係
整備係
施設係

10月１日から下水道課管理係を管理課へ統合
し、管理課の名称を水道管理課に変更します

下水道課
整備係
施設係

☎�９６４０

浜田市行政機構図

☎�１２５３



16広報はまだ：令和４年４月号

「最近何だかおなかが出てきたな…」、「運動不足で運
動をしないといけないことは分かっているけど…」など、
からだのことで気になっていることはありませんか。

この機会に「はまだ健康チャレンジ（通称：はまチャレ）
※１」で健康づくりに取り組んでみませんか。

詳細は、広報はまだ４月号に併せて送付しております
「令和４年度各種健（検）診日程表」の1３～16ページをご
覧ください。

応募箱への投函、
郵送又はFAXで提
出してください

◎当選グループ名は市ホームページ上で発表します。
◎記録表の個人情報は厳守します。また、記録表のデータや感想
　は浜田市の健康づくりの情報として活用させていただきます。
◎歩きすぎには注意しましょう。

18歳以上で、
浜田市民である
もしくは市内へ
通勤・通学して

いる

START

３人以上の
グループを
作る

個々でチャレ
ンジを開始
し、記録表に
記入する

GOAL

／さらに継続を＼

生活習慣の改善
にチャレンジし
て元気に毎日過
ごしましょう

仲間と
一緒に
取り組み
たい

一か月毎日記録し、100ポ
イント以上貯めましょう

チャレンジを
開始し、記録
表に記入する

チャレンジ
終了後、記
録表を提出
する

個人で
取り組み
たい

抽選で3,000円分程度の商
品が当選
グループ参加者は個人での
応募対象になるため「W
当選」のチャンスがありま
す

※１…はまだ健康チャレンジ（通称：はまチャレ）とは
はまチャレは、運動・食生活・社会参加の３つの項目

にチャレンジし、健康づくりに取り組むきっかけをつくる
ことを目標としています。

達成した項目はポイントに換算し、１か月で100ポイン
ト以上たまれば、商品券（２,000円分）のプレゼントに応
募することができます。

チャレンジ終了後、グルー
プエントリーシート※２に
必要事項を記入し、取り組
んだメンバーの記録表を集
めて応募する

100ポイント以上貯まった人
の中から抽選で2,000円分の
浜田市共通商品券が当選

対象
18歳以

上の浜
田

市民、
浜田市

内へ

の通勤
・通学

者

※２…グループエントリーシート
　浜田市役所及び各支所窓口、まちづ
くりセンターなどに置いてあります。
　また、市ホームページでダウンロー
ドもできます。

応募先・問合せ
　〒６９７- ８５０１
　浜田市殿町１番地
　健康医療対策課健康づくり係
　☎�９３１１・FAX�３４４０

17 広報はまだ：令和４年４月号

ばい煙などの測定結果

項　目
測定結果

排出基準 自主規制値R3.7.20 R3.7.20 R4.1.18 R4.1.18
１号炉 ２号炉 １号炉 ２号炉

ば
い
煙

ばいじん　　　（g/㎥N） 0.005未満 0.005未満 0.004未満 0.005未満 0.08 0.01
硫黄酸化物　　（㎥N/h） 0.013未満 0.012未満 0.012未満 0.013未満 78.7（注1） 0.2
窒素酸化物　　　（ppm） 28 17 24 42 250 50
塩化水素　　（mg/㎥N） 16 10 10 5 700 70
全水銀　　　（μg/㎥N） 1.3 5.9 0.35 0.28 50 －

排ガス中ダイオキシン類
（ng-TEQ/㎥ N） 0.000099 0.0053 0.0019 0.0057 1 0.01

集じん灰中ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

R3.7.20
－ 3 －0.21

スラグ・メタル中ダイオキシン類
（ng-TEQ/g）

R3.7.20
0.00035

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。
（注1）硫黄酸化物の排出基準は測定時の条件により変わるため、代表的な値を掲載しています。

令和３年度の測定は、表の項目の
ほか、騒音・振動・悪臭についても
実施しましたが、結果は全て基準を
下回っていました。

今後も、引き続き周辺環境に配慮
した施設運営に取り組みます。

周辺環境測定結果（大気質）（令和３年7月1４日～２0日、７日間連続測定）
調査地点 項目 区分 測定結果 監視基準

（環境基準）

県道300号
（跡市波子停
車場線）
最大着地濃度
地点付近

二酸化窒素
（ppm） 日平均値の最大値 0.001 0.04～ 

0.06以下
二酸化硫黄

（ppm）
日平均値の最大値 0.003 0.04以下
１時間値の最大値 0.005 0.1以下

浮遊粒子状物質
（mg/㎥）

日平均値の最大値 0.017 0.10以下
１時間値の最大値 0.046 0.20以下

塩化水素
（ppm）

平均値 0.002未満 0.02以下最大値 0.002未満
ダイオキシン類
（pg-TEQ/㎥） 平均値 0.0096 0.6以下

※　「未満」とは、定量下限値を下回っていて算出できないことを表しています。

広域圏だより 浜田地区広域行政組合浜田市・江津市

問合せ　エコクリーンセンター
（浜田地区広域行政組合総務課業務係）
　☎０８５５�５０８１

エコクリーンセンター　各種測定結果

問合せ
　地域活動支援課地域活動支援係
　☎�９２０１

やぐらセット

とうがねまちづくり推進委員会は、令和３年
度コミュニティ助成事業（宝くじ助成事業）に
より、やぐらセットを購入しました。

この事業は、宝くじ社会貢献広報事業として、
その受託事業収入を財源に㈶自治総合センター
が実施しています。

今後は、購入した備品を活用して、地域コミュ
ニティの場の充実を図るとともに、地域の活動
が一層活発になるよう取り組んでいきます。

令和３年度コミュニティ助成事業

「温泉総選挙2021」 で美又温泉が「うる肌部門」で全国１位に

問合せ　金城支所産業建設課産業振興係　☎�１２３３

美又温泉が「温泉総選挙２0２1」 の「うる肌部門」
において、全国１位を獲得しました。

２月２２日㈫、美又温泉旅館組合が市長を表敬訪問
し、全国１位に輝いた喜びを報告しました。

温泉総選挙は、全国165か所の温泉地が参加した
投票イベントで、美肌の湯として知られる美又温泉
は、「うる肌部門」のみならず、全部門においても
最多得票となり、その泉質の良好さが評価される結
果となりました。

美又温泉自慢のスベスベのお湯



市長日記元気な浜田をつくります （令和４年２月）

リハビリテーションカレッジ島根から学校経営健全化のための支援について要望を受けました（２月２4日）

美又温泉旅館組合から温泉総選挙２0２1
「うる肌部門」全国１位の報告を受けま
した（２月２２日）

都市計画審議会から都市計画マスタープ
ランの最終答申を受けました（２月２２日）

島根県過疎地域対策協議会総会のＷｅｂ
会議に出席しました（２月２1日）

新型コロナウイルス感染症関連の浜田市
支援策〔第11弾〕を取りまとめ、記者発
表を行いました（２月17日）

「ブータン王国での美術指導力の向上とアー
トを通じた地域活性化プロジェクト」Ｗｅｂ
ミーティングを行いました（２月16日）

島根県市長会と知事との意見交換会に出
席しました（２月14日）

空家等対策協議会を開催しました
（２月10日）

ＢＵＹ浜田運動のプロモーション動画の
撮影を行いました（２月３日）

島根県農地・水・環境保全協議会総会に
出席しました（２月２日）

島根県、浜田市、井関農機㈱との連携協
定調印式に出席しました（２月１日）移住・定住情報サイ

ト「はまだぐらし」

リニューアルの記者
発表を行いました

（２月１日）

※　撮影時のみマスクを外しています19 広報はまだ：令和４年４月号

・身分証明書（住所・氏名・生年月日がわかるもの）
・ご搭乗案内（ピンク色の券）
※　搭乗券又は搭乗証明書の写しでも可。
・市内高校生・大学生・専門学校生及び浜田市以外

に在住する高校生・大学生・専門学校生は、学生
だとわかるもの（学生証など）

申請・問合せ
・商工労働課商工労働係
　☎�９５００
・各支所産業建設課

令和４年度　補助金概要

補助金の申請受付期限

萩・石見空港の利用促進にご協力いただきありがとうございます。
市民の皆さん、企業・団体の皆さんのご協力により、東京線２往復運航は、令和５年10月まで継続します。
今後も萩・石見空港の利用拡大と地域活性化への取組にご理解・ご協力をお願いします。

▪補助金額　令和４年４月１日搭乗分から補助区分の見直しを行いました。

▪対象となる人 ▪申請に必要なもの
・浜田市在住で、令和４年４月１日から令和５年

３月３1日までの間に萩・石見空港（東京線・定
期便）を利用した人

・浜田市に在住する保護者と生計を同一にする、
浜田市以外に在住する高校生・大学生・専門学
校生

搭乗日 申請受付期限
令和３年４月１日～令和４年３月３1日 令和４年５月２日㈪

令和４年４月１日～令和５年３月３1日 令和５年５月１日㈪

令和３年度（令和４年３月３1日搭乗分まで）

萩・石見空港　利用促進補助金を継続します

萩・石見空港利用促進補助金の申請期限は、以下のとおりです。
申請もれのないよう手続をお願いします。
なお、搭乗日によって申請受付期限が異なりますので、ご注意ください。

募集人員　大学１年生　２人程度
募集期間　４月１日㈮～５月1３日㈮
応募資格　保護者が浜田市に住所を有する大学１年生　
　　　　　（在学中）で、特に学業成績が優秀であり、　
　　　　　かつ、保護者の収入又は所得が市の定める
　　　　　基準以下の人
支給金額　月額５万円又は４万円
　　　　　（大学所在地により異なる）
支給期間　令和４年４月から在学する学校の最短修業　

　　　　年限の最終月まで　（最大４年間）

浜田市出身の坂根正弘さん（㈱小松製作所
顧問）からのご寄附を原資とした、「坂根正
弘奨学金」の令和４年度奨学生（第９期生）
を募集します。

この奨学金制度は、優れた学力を有し、高
い志を持って大学で勉学に励もうとする学生
に対して奨学金を給付することにより、将来
の科学技術や医学の進歩、経済の発展などに
貢献しうる人材を育成・支援することを目的
としています。

なお、本奨学金は給付型のため、返還の必
要はありません。

坂根正弘奨学金の奨学生を募集します令和４年度

補助区分 補助金額（片道）
サポーター企業に所属する人 ２,500円

65歳以上の人 ２,500円

65歳未満の人 1,500円

問合せ
　地域活動支援課公共交通大学支援係　☎�９２０１

令和４年度（令和４年４月１日搭乗分から）
補助区分 補助金額（片道）

市内高校生・大学生・専門学校生 ２,500円

市内在住者で３人以上の同一便利用 ２,500円

市内在住者で２人以下の同一便利用 1,500円

18広報はまだ：令和４年４月号
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様々な作品展示を楽しむ

消火器の使い方を再確認

捕獲檻の設置について学ぶ

　２月２４日㈭から２6日㈯までの３日間、白砂まちづく
りセンターで、「みんなでつろーてきちゃん祭」が開催
されました。これは、コロナ禍でも活動した今年度の
成果を披露する機会として、白砂まちづくり推進委員
会と白砂まちづくりセンターが企画したものです。
　この催しでは、押し花や陶芸などの作品展示、着ら
れなくなって眠っている服などを自由に持ち帰っても
らえるコーナーなどがありました。そのほかにも成年
後見人学習や認知症予防、口の健康体操と講話、マジッ
クショーも行われ、３日間とおしてワクワクや笑いが
絶えない催しとなりました。

　２月18日㈮、弥栄会館で消防訓練を実施し、弥栄支
所職員と安城まちづくりセンター職員が参加しました。
　これは、訓練をとおして、防災意識を高め、万が一
の時に誰もが落ち着いて行動できるようになることを
目的に実施しました。
　訓練では、火災検知、初期消火、通報、避難の流れ
について、一つひとつの動作を確認しながら、全員で
順番に行いました。
　参加者は、「万が一の時、慌てないように行動の再確
認ができて良かった」など感想を述べ、有意義な訓練
となりました。

もしもの時に慌てないために
～　消防訓練　～

やさか

自分だけのひな人形に大満足

作った味噌を容器に詰める

生け花を鑑賞する

　２月16日㈬、子育て支援センター「すくすく」で、わ
くわくタイム「足型びなを作ろう」を行い、親子10組
２３人が参加しました。
　毎月開催しているわくわくタイムですが、ひな祭り
が近い今回は、成長を喜びながら、かわいく飾って楽
しんでもらえるイベントを企画しました。
　参加した親子は、子どもの足型をひな人形の着物に
見立て、人形の顔を描いたり髪の毛や飾りを付けたり
して、世界に一つだけのひな人形を作りました。ほか
にも歌を歌ったり、指遊びをしたりと、少し早いひな
祭りを楽しみました。

　２月1３日㈰から16日㈬までの４日間、今福まちづく
りセンターで第10回今福文化祭が開催され、期間中に
18２人の来場がありました。
　文化祭では、書や写真、生け花、各教室の作品など
1４団体４17点が展示されました。展示の中には、今福小
学校の児童の書初めや、地元自主防災組織の防災用品
が並びました。また、幻の広浜鉄道今福線の紹介コー
ナーも設けられ、映像や数多くの写真が展示されまし
た。
　来場者は、いろいろな作品をゆっくりと鑑賞して、思
い思いの感想を語っていました。

　２月10日㈭、11日㈷、岡見まちづくりセンターで地
元大豆を原料にした味噌作りが行われました。今年は、
一緒に作業する人数を制限するなど、コロナ対策をし
た上で開催されました。
　毎年の参加者は慣れた手つきで、初めての参加者は
「意外と力を使う」と汗ばみながら作業しました。ま
た、味噌を寝かせる際の天敵であるカビ対策などを参
加者同士で共有しながら、楽しく取り組みました。
　今回作った味噌は、９月頃から食べることができ、参
加者は待ちきれない様子で大切に味噌を持ち帰りまし
た。

自分だけのひな人形を作る
～　足型びなを作ろう　～

はまだ

手前味噌になりますが、上手にできました！
～　岡見まちづくりセンター　味噌作り　～

みすみ

多くの作品が展示されました
～　第10回今福文化祭　～

かなぎ

　２月２6日㈯、あさひひまわり工房で鳥獣被害対策セ
ミナーが開催され、地域住民17人が参加しました。
　これは地域課題である鳥獣被害についての対策など
を学ぶため、旭町に事務所がある日本ミクニヤ㈱が企
画したものです。
　セミナーでは、麻布大学の江口教授を講師に招き、鳥
獣を寄せ付けない環境づくりや効果的な追い払い方法
の説明を受けた後、屋外で防護柵や捕獲檻の設置につ
いて学びました。
　参加者は「早速、今日学んだことを試してみたい」
と話していました。

活動の成果を見ちゃんさい！！
～　みんなでつろーてきちゃん祭　～

みすみ

地域で鳥獣被害対策に取り組む
～　鳥獣被害対策セミナー　～

あさひ

♥Town Topics
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全
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心
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健
康・福
祉

保
険・医
療・年
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人
権
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育・文
化・ス
ポ
ー
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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安
全
安
心

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

４
月
６
日
㈬
か
ら
15
日
㈮
ま
で
の

10
日
間
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
運
動
期
間
中
の
４
月

10
日
㈰
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
と
し
て
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。市

で
も
、
交
通
事
故
防
止
に
向
け

た
広
報
や
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
よ

り
一
層
の
安
全
運
転
の
徹
底
を
呼
び

か
け
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
と
と
も
に
、
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者

の
安
全
確
保

②
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
な

ど
の
安
全
運
転
意
識
の
向
上

③
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹

底
と
安
全
確
保

問
合
せ　
防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

　
☎
�
９
１
２
２

ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
遭
遇
し
た
場
合
は
大
変
危
険
で
す

の
で
、
山
林
や
渓
流
な
ど
の
出
没
が

予
想
さ
れ
る
場
所
や
爪
痕
や
糞
な
ど

の
痕
跡
が
確
認
で
き
た
場
所
で
は
、

ク
マ
の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
天
候
の
悪
い
日
や
川
の
周
り
で
は
、

水
の
音
や
視
界
の
暗
さ
か
ら
、
人

も
ク
マ
も
お
互
い
に
気
付
き
に
く

く
な
り
ま
す
。
見
通
し
の
悪
い
場

所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
さ
ら
に
視
界

が
悪
い
上
、
ク
マ
の
行
動
時
間
と

重
な
り
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は

特
に
周
囲
に
気
を
付
け
、
ク
マ
鈴

や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を

携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い
か

け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背
中
を

見
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り

し
て
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
首
の
後
ろ

で
手
を
組
み
、
ヒ
ジ
と
ヒ
ザ
を
地

面
に
つ
け
て
う
つ
伏
せ
で
丸
く
な

り
、
命
を
守
る
行
動
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

※　
子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、
近

く
に
親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
子
連
れ
の
親
グ
マ
は
特

に
危
険
で
す
の
で
、
速
や
か
に
そ

の
場
を
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

　
ク
マ
に
よ
る
被
害
は
、
柿
や
ク
リ

な
ど
の
果
実
、
ハ
チ
ミ
ツ
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

・
果
実
、
ミ
ツ
バ
チ
の
被
害
を
防
ぐ

に
は
、電
気
柵（
棚
線
３
段
張
り
）

が
有
効
で
す
。

・
長
年
採
取
し
な
い
不
要
な
柿
や
ク

リ
の
木
は
、
で
き
る
限
り
伐
採
し

ま
し
ょ
う
。

・
臭
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。

残
飯
を
屋
外
に
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
実
っ
た

果
実
は
、確
実
に
収
獲
し
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合

　
ク
マ
を
目
撃
し
た
り
、
被
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
頭
数
や

大
き
さ
な
ど
の
特
徴
、
逃
げ
た
方
向

な
ど
の
情
報
、
被
害
状
況
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
�
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

生
活
・
環
境

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
夏
を

　
　
　
　
快
適
に
過
ご
そ
う

ゴ
ー
ヤ
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
身
近
に
で
き
る
夏
の
省
エ
ネ
活

動
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の

普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
で
省
エ
ネ
し
、
夏
バ
テ
防

止
の
健
康
野
菜
、
ゴ
ー
ヤ
を
食
べ
て

地
球
と
一
緒
に
元
気
に
な
り
ま
し
ょ

う
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？

　
あ
さ
が
お
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
ツ
ル

性
植
物
を
窓
の
外
に
作
る
自
然
の

カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯

受
付
期
間　
４
月
６
日
㈬
～
22
日
㈮

配
布
セ
ッ
ト
内
容　

ゴ
ー
ヤ
苗
２

本
・
堆
肥
１
袋
の
セ
ッ
ト

配
布
数　
４
０
０
セ
ッ
ト

※　
１
世
帯
１
セ
ッ
ト

料
金　
無
料

申
込
方
法　

郵
便
ハ
ガ
キ
に
「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
希
望
」
と
明
記

し
、
自
分
の
住
所
・
氏
名
・
昼
間

に
連
絡
の
つ
く
電
話
番
号
・
受
取

希
望
場
所
（
本
庁
又
は
各
支
所
）

　
を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
浜
田
市
役
所
環
境
課
あ
て

※　
電
話
・
窓
口
で
の
申
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

※　
受
付
終
了
後
、
引
換
券
を
送
付

し
ま
す
。（
申
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

※　
抽
選
で
外
れ
た
人
に
も
、
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

配
布
方
法　
引
換
券
を
持
参
し
、
指

定
し
た
場
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
（
代
理
可
）。

※　
配
布
時
期
は
５
月
中
旬
以
降
で
、

配
布
場
所
は
、
本
庁
及
び
各
支
所

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

引
換
券
に
記
載
し
ま
す
。

※　
お
持
ち
帰
り
用
の
袋
な
ど
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※　
取
組
後
に
、
簡
単
な
報
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
（
様
式
を
渡
し

ま
す
）。

問
合
せ　
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

隊
事
務
局
（
環
境
課
内
）

　
☎
�
９
４
２
０

４月側溝消毒予定表
日 曜 場所
5 火 生湯町４
6 水 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地
7 木 浅井町４～６
11 月 浅井町１～３、黒川町１・２
1２ 火 黒川町３～７
1３ 水 相生町１～３
1４ 木 相生町３・４、竹迫町
18 月 杉戸町、笠柄町
1９ 火 熱田町６～10
２0 水 熱田町11～1３
２1 木 熱田町1４、内田町
２5 月 長浜町１～８
２6 火 日脚町２～６・８・９、周布町
２7 水 治和町２・３・５・６、津摩町、陽光台
２8 木 唐鐘１～９
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施する

ことがあります。
　　環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
光
回
線

切
替
宅
内
工
事
を
行
い
ま
す

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
の
光
化
に

伴
い
、
光
回
線
切
替
の
宅
内
工
事
を

行
い
ま
す
。

工
事
期
間

浜
田
・
三
隅
地
域

　
４
月
～
令
和
７
年
３
月
末

金
城
・
旭
・
弥
栄
地
域

　
令
和
５
年
４
月
～

　
　
令
和
７
年
３
月
末

　
工
事
の
時
期
が
近
付
い
た
地
域
か

ら
順
次
連
絡
し
ま
す
。

　

詳
し
い
工
事
の
順
番
は
、
石
見

ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
切
替
工
事
期
間
中
は
騒
音
や
工
事

車
両
な
ど
に
お
い
て
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
安
全
最
優
先

に
て
作
業
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

・
政
策
企
画
課
地
域
情
報
係　
　
　

　
☎
�
９
２
０
０

・
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱
光
専

用
問
合
せ
窓
口　
☎
�
６
１
２
３

・
ひ
ゃ
こ
る
ネ
ッ
ト
み
す
み　
　
　

　
☎
�
４
４
４
４

サ
ル
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
近
年
、
住
宅
地
周
辺
で
集
団
サ
ル

が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ル
を
見

か
け
た
場
合
は
、
次
の
こ
と
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

近
づ
か
な
い

・
不
用
意
に
近
づ
く
と
襲
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

エ
サ
を
や
ら
な
い
、
食
べ
物
を
見
せ

な
い

・
人
が
エ
サ
を
く
れ
る
こ
と
を
覚
え

る
と
、
人
慣
れ
し
、
居
つ
い
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

目
を
合
わ
せ
な
い
、
大
声
を
出
さ
な

い
、
物
を
投
げ
な
い

・
興
奮
し
て
、
襲
い
か
か
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

戸
締
り
を
す
る

・
窓
か
ら
家
の
中
に
侵
入
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
�
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

ア
ラ
イ
グ
マ
を
見
か
け
た
ら

　
近
年
、
市
内
の
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲

数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
を
目
撃
し
た
り
、
被

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

・
尾
が
し
ま
模
様

・
指
が
５
本
で
手
先
が
器
用

・
耳
が
白
い

・
目
の
周
り
が
黒
く
、
ア
イ
マ
ス
ク

の
よ
う

・
ネ
コ
よ
り
一
回
り
大
き
い

・
背
中
を
丸
め
た
歩
き
方

・
家
屋
に
侵
入
し
、
天
井
裏
で
生
活

し
ま
す
（
糞
尿
に
よ
り
天
井
に
シ

ミ
が
で
き
ま
す
）。

・
繁
殖
力
が
高
く
、
在
来
の
野
生
動

物
と
競
合
し
、
生
息
地
を
奪
い
ま

す
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
�
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

2425 広報はまだ：令和４年４月号広報はまだ：令和４年４月号

山
陰
合
同
銀
行
浜
田
市
役
所

派
出
所
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
の
会
計
課
内

に
あ
る
山
陰
合
同
銀
行
浜
田
市
役
所

派
出
所
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
派
出
所
廃
止
後
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
よ
う
に
会
計
課
窓
口
で
市
職
員

が
浜
田
市
の
各
種
税
、
料
金
及
び
浜

田
地
区
広
域
行
政
組
合
の
料
金
の
納

付
を
受
け
付
け
ま
す
。

廃
止
日　
５
月
31
日
㈫
の
業
務
終
了

を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　
会
計
課
会
計
係

　
☎
�
９
１
７
０

住

宅

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援

し
ま
す

　

市
で
は
、「
耐
震
診
断
」
や
「
耐

震
改
修
」
な
ど
を
行
う
住
宅
の
所
有

者
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
木
造

住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
階
数
が

２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の

補助率と補助限度額　補助対象経費に補助率を掛けた金額が、補助金になります。

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟当たりの
補助限度額

耐震診断 耐震診断に要する経費 10分の9 6万円
補強計画策定 補強計画策定に要する経費 3分の2 ４0万円

耐震改修
耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤去、復旧など
に要する経費を含む）

100分の２３ 80万円

解体助成 住宅の全てを除却するために要する経費 100分の２３ ４0万円

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評

点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１
・
０
未
満

と
判
定
さ
れ
た
も
の
（
耐
震
診
断

事
業
の
場
合
は
除
く
）

対
象
と
な
る
事
業

耐
震
診
断
事
業

　

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ

て
、
建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を
建

築
士
に
判
定
し
て
も
ら
う
。

補
強
計
画
策
定
事
業

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強
方
法

を
設
計
し
て
も
ら
う
。

耐
震
改
修
事
業

　

策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ

き
、耐
震
改
修（
補
強
）工
事
を
行
う
。

解
体
助
成
事
業

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物
全
部

を
解
体
す
る
。

申
込
方
法

必
要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
、

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指
導
係

　
☎
�
９
６
３
２

産

業

地
域
活
性
化

令
和
４
～
６
年
度
建
設
工
事

等
入
札
参
加
資
格
審
査
（
追

加
審
査
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す

令
和
４
～
６
年
度
建
設
工
事
等
入

札
参
加
資
格
の
追
加
審
査
を
行
い
ま

す
。令

和
４
～
６
年
度
に
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
人
の
う
ち
、
有
資
格
者
名

簿
に
登
録
が
な
い
人
や
登
録
を
し
て

い
な
い
工
種
（
業
種
）
を
追
加
す
る

人
な
ど
が
対
象
で
す
。

申
請
方
法　
島
根
県
と
県
内
市
町
が

共
同
利
用
す
る
資
格
申
請
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
後
、
必
要
書

類
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間　
４
月
13
日
㈬
～
27
日
㈬

受
付
・
問
合
せ

　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
1
番
地

契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

☎
�
９
１
４
１

島
根
は
っ
ぴ
ぃ
こ
ー
で
ぃ

ね
ー
た
ー（
愛
称：は
ぴ
こ
）

第
６
期
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

　
「
は
ぴ
こ
」
は
、
結
婚
を
望
む
人

の
相
談
に
応
じ
、
出
会
い
の
き
っ
か

け
づ
く
り
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。

　
「
は
ぴ
こ
」
に
登
録
し
、
縁
結
び

の
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
な
お
、
登
録
期
間
は
３
年
間
（
４

月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日
）
で

す
。

　
申
込
は
、随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

は
ぴ
こ
の
取
組
な
ど
に
興
味
の
あ
る

人
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

開
所
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
所
日　
火
曜
日
、
水
曜
日
、
祝
日
、

毎
月
第
４
土
曜
日

連
絡
先　
し
ま
ね
縁
結
び
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
浜
田
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
１
１
５
０

島
根
県
の
最
低
賃
金
が
改
定

さ
れ
ま
し
た

件名 時間額 効力発生日
島根県最低賃金 824円 令和３年10月２日

特
定
最
低
賃
金

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 954円 令和３年11月２6日
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用
機械器具製造業 930円 令和３年1２月８日
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械
器具、情報通信機械器具製造業 853円 令和３年1２月２6日
自動車・同附属品製造業 919円 令和３年1２月２９日
自動車（新車）小売業 904円 令和３年1２月２４日
百貨店、総合スーパー 令和３年10月２日から「島根県最

低賃金824円」が適用されます。

問
合
せ

・
島
根
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
８
５
２
�
１
１
５
８

・
浜
田
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
�
１
８
４
０

事業 対象 補助項目 補助金額 問合せ

(1)畦畔等除
草省力化促進
事業

自治会など地域住民で組織する団
体又は集落営農組織など農業者で
組織する団体

畦畔等除草対策準備事業
（吹き付けを行うために必
　要となる除草剤の散布に
　要する経費）

事業費の２/３以内
上限40万円

・農林振興課
　農業振興係

☎�９５１０
・各支所
　産業建設課

畦畔等除草対策事業
（集落単位で行う吹き付け

に要する経費）
①農用地畦畔などへの緑化施工
②道路など法面の緑化施工

①150円/㎡
②２２0円/㎡
上限３00万円

畦畔等除草対策事後管理事業
（畦畔など除草対策実施後

の管理に要する経費）
事業費の２/３以内
上限40万円

(2)大豆生産
拡大支援事業

当該年度に国の経営所得安定対策
の水田活用の直接支払交付金の助
成を受けて、大豆を耕作する人

５千円/10ａ
浜田市農業再生
協議会
　☎�３５００

(3)農用地環
境保全事業

認定農業者や新規就農者、集落営
農組織などの団体

荒廃農地解消事業
（農地の再生利用活動と併
せて行われる土壌改良など
に必要と認められる経費）

５万円/10ａ
上限50万円

農林振興課
農業振興係
　☎�９５１０

農地荒廃化防止事業（整地
などの低コスト整備に必要
と認められる経費）

３万円/10ａ
上限30万円

水田等放牧推進事業（水田
などに放牧牛を導入する際
に必要となる経費及び管理
費）

上限２0万円

(4)鳥獣被害
防止モデル集
落育成事業

地域住民などで組織する団体又は
集落営農組織

防護柵や緩衝帯の設置・管
理、捕獲檻の購入・管理、
集落環境点検・研修などの
鳥獣被害防止策に要する経
費

上限２0万円
（初年度）
上限10万円
（次年度以降）

・農林振興課
　林業振興係

☎�９５１０
・各支所
　産業建設課

(5)農作物等
獣被害防止対
策事業

農業者又は農業者で組織する団体
獣被害防止のための防護
柵・捕獲器の設置に要する
経費

経費の1/２
上限
防護柵５万円
捕獲器８万円

・農林振興課
　林業振興係

☎�９５１０
・各支所
　産業建設課

(6)機械導入・
整備支援事業

①認定新規就農者
②認定農業者
③広域連携組織など

農業生産に伴う機械などの
整備

①事業費の1/2
以内
② ③ 事 業 費 の
1/3以内
上限
２00万円/１経営体

農林業支援セン
ター
　☎�３５００

※　国県補助事業による補助金の交付を別途受けている場合、
　①は1/3以内、②は1/6以内の補助額とします。
申請期間　４月１日㈮～２２日㈮

　農業関係の補助制度を活用してください　



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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　農業関係の補助制度を活用してください　
事業 対象 補助項目 補助金額 問合せ

(7)新植・補
植支援事業

浜田市の３果樹
（大粒ぶどう、西条柿、赤梨）の
生産者など

苗木及び肥料などの購入に
要する経費

事業費の1/２以内
上限
３0万円/１経営体

農林業支援セン
ター

☎�３５００

(8)災害復旧・
災害対策支援
事業

被災施設の修繕などに要す
る経費

事業費の1/２以内
上限
100万円/１経営体

災害対策に必要な施設など
の導入に要する経費

事業費の1/２以内
上限
50万円/１経営体

(9)収益性向
上支援事業

作業時間の削減や生産量の
増加が見込まれる新規の機
械設備の導入に要する経費
※　汎用性が高いと見込ま
　れる機械設備は対象外 事業費の1/２以内

上限
50万円/１経営体新規販路開拓や単価向上（ブ

ランド化）のために必要な
経費
※　経常的に要する経費は
　対象外

(10)経営継承
促進事業

浜田市の３果樹
（大粒ぶどう、西条柿、赤梨）の
経営継承者

経営継承者が、経営継承に
よって取得した施設などの
改良・改修に要する経費

事業費の1/2以内
上限
100万円/１経営体

農林業支援セン
ター

☎�３５００

(11)実証圃設
置事業

認定新規就農者、認定農業者、生
産組合、など

浜田市の定める米や果樹の
複合経営化が図れる組合せ
作物の候補となる作物を栽
培した際の資材費
※　生産計画による導入作
　物の売上目標が100万円以
　上であること

事業費の1/2以内
上限
100万円/１経営体

農林業支援セン
ター

☎�３５００

(12)ふるさと
農業研修生育
成事業

就農に対し意欲があり、次の全て
に該当する人
①研修開始時に65歳未満である
②研修開始時に浜田市内に住所を

有している（ＵＩターン可）
③普通自動車運転免許（ＡＴ限定

は不可）を有している
④研修終了後、浜田市内で就農す

る意欲がある

研修期間（６か月～1２か月）
の研修手当及び住宅手当

研修手当
　月額15万円
住宅手当
　家賃の1/２
　上限２万円

農林業支援セン
ター

☎�３５００

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

期
間　
４
月
25
日
㈪
～
５
月
13
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
資
産
税

課
※　
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・
課

税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋

係　
☎
�
９
２
３
３

子

育

て

児
童
扶
養
手
当
額
が
変
わ
り

ま
す

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の
健
全

育
成
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
令
和
３
年
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
の
変
動
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
す
。

※　
本
人
又
は
同
居
の
扶
養
義
務
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事

業対
象　
令
和
４
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県
内
の

保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円
以
内

※　
生
活
保
護
世
帯
な
ど
へ
は
、
入

学
準
備
金
20
万
円
以
内
、
就
職
準

備
金
20
万
円
以
内
、
生
活
費
加
算

が
あ
り
ま
す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
５
年
間
（
過
疎
地
域
は
３
年

間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免

除
募
集
期
限　
４
月
１
日
㈮
～
５
月
13

日
㈮

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
５
３

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

貸
与
額

①
県
社
協
貸
付
決
定
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間　
県
社
協
貸
付
決
定
な
ど

の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎
�
９
３
３
０

健
康
・
福
祉

税
務
・
納
税

固
定
資
産
税
の
評
価
額
な
ど

が
確
認
で
き
ま
す

令
和
４
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月
22
日

㈮
に
発
送
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価
額

な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４
月
１

日
㈮
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確
認
で
き

ま
す
。

対
象　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

な
ど

期
間　
４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
２
階
資
産
税

課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場
合

は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委
任
状

も
必
要
で
す
。

問
合
せ　
資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋

係　
☎
�
９
２
３
３

３月まで ４月以降

全部支給
（月額） ４３,160円 ４３,070円

一部支給
（月額）

４３,150円
～10,180円

４３,060円
～10,160円

第２子
加算額

10,1９0円
～5,100円

10,170円
～5,0９0円

第３子以降
加算額

6,110円
～３,060円

6,100円
～３,050円

令
和
４
年
度
「
浜
田
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
名

称
が
変
わ
り
ま
す

　
４
月
か
ら
、
高
齢
者
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
や
悩
み
事
・
困
り
事

を
相
談
す
る
窓
口
が
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者

福
祉
係　
☎
�
９
３
２
０

名称 所在地・ＴＥＬ

浜田市高齢者相談支援センター
（浜田市地域包括支援センター）
（本センター）

野原町859-1
　浜田市総合福祉センター内
　☎�3900
 FAX�6930

高齢者相談支援センター金城
（サブセンター金城）

金城町下来原1541-20
　浜田市金城高齢者生活福祉セ
ンター内
　☎�2301
 FAX�2303

高齢者相談支援センター旭
（サブセンター旭）

旭町今市637
　浜田市旭支所内
　☎�0189
 FAX�0258

高齢者相談支援センター弥栄
（サブセンター弥栄）

弥栄町木都賀イ526-4
　杵束まちづくりセンター内
　☎�2194
 FAX�2416

高齢者相談支援センター三隅
（サブセンター三隅）

三隅町向野田581
　浜田市三隅保健センター内
   ☎�1831
 FAX�2121
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安
全
安
心

生
活・環
境
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宅

産
業・地
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性
化

税
務・納
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

2829 広報はまだ：令和４年４月号広報はまだ：令和４年４月号

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

３月まで
（月額）

４月以降
（月額）

特別障害者手当 ２7,３50円 ２7,３00円
福祉手当

（経過措置分） 1４,880円 1４,850円

障害児福祉手当 1４,880円 1４,850円

特別児童
扶養手当

重度
（1級） 5２,500円 5２,４00円

中度
（2級） ３４,９70円 ３４,９00円

　
４
月
か
ら
手
当
額
が
、
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
介
護

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
手

当
支
給
の
調
整
が
あ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　
☎
�
９
３
２
２

Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

助
成
額　
３
０
０
０
０
円

　
（
先
着
40
人
）

助
成
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
前
３
年
度
（
令
和
元
年
度
～
令
和

３
年
度
）
の
間
、
こ
の
助
成
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・
今
年
度
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
を
受
診

し
な
い
こ
と
。

※　
た
だ
し
、
同
じ
年
度
内
に
1
回

限
り
で
す
。

助
成
手
続

①
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）
に
検
診

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
予
約

後
、
健
診
セ
ン
タ
ー
か
ら
申
請
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
）

②
検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市
役
所

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
市
役
所
本
庁
舎
1
階
健
康

医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係
又
は

各
支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
と
巡
回

総
合
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の
内
容
や

目
的
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
検
診
項
目
を
理
解
の
上
、
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
己
負
担
が
６
５
０
０
０
円
必
要

で
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

各
種
物
品
・
手
当
な
ど
を
支

給
し
ま
す

紙
お
む
つ
な
ど
の
支
給

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

紙
お
む
つ
や
尿
採
り
パ
ッ
ト
な
ど
を

支
給
し
ま
す
。

要
件

（1）　
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
４

又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
人

（２）　
（1）
に
該
当
す
る
人
の
世
帯
全
員

及
び
介
護
者
で
あ
る
申
請
者
の
世

帯
全
員
と
も
に
当
該
年
度
（
４
月

１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
申
請

に
つ
い
て
は
前
年
度
）
市
民
税
が

非
課
税
で
あ
る
こ
と

支
給
方
法　
年
間
４
万
円
を
限
度
に

現
物
を
宅
配
で
支
給

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

要
件

（1）　
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
４

又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
人
、
も
し

く
は
要
介
護
４
又
は
５
に
相
当
す

る
人

（２）　
在
宅
で
の
療
養
期
間
が
継
続
し

て
１
年
以
上
あ
り
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人

(3)　
介
護
者
（
申
請
者
）
が
当
該
年

度
（
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
年
度
）

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い

る
こ
と

支
給
額　
１
人
あ
た
り
10
万
円

在
宅
介
護
慰
労
金
の
支
給

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

要
件

（1）　
市
内
に
住
所
を
有
し
要
介
護
４

又
は
５
と
認
定
さ
れ
た
在
宅
の
人

（2）　
支
給
対
象
期
間
と
な
る
１
年
間

の
う
ち
１
８
０
日
以
上
の
在
宅
で

の
療
養
期
間
が
あ
る
人

(3)　
介
護
者
（
申
請
者
）
が
当
該
年

度
（
４
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
の
申
請
に
つ
い
て
は
前
年
度
）

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
て
い

る
こ
と

※　
家
族
介
護
慰
労
金
と
併
せ
て
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

支
給
額　
１
人
あ
た
り
３
万
円

問
合
せ

・
健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
�
９
３
２
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
提
供
の

た
め
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

　
骨
髄・末
梢
血
幹
細
胞（
以
下「
骨

髄
な
ど
」
と
い
う
）
を
提
供
す
る
人

に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
提
供
者
の
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
骨
髄
な
ど
の
移
植
を

推
進
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

（1）　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

（2）　
骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
人

（3）　
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン

ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業

に
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
い
る
人

助
成
内
容　
骨
髄
な
ど
の
提
供
の
た

め
の
通
院
又
は
入
院
の
日
数
に
つ

い
て
、
１
日
あ
た
り
２
万
円
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
１
回
の
骨

髄
な
ど
の
提
供
に
つ
き
、
14
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

※　
通
院
な
ど
の
日
数
は
、
次
に
掲

げ
る
日
数
の
合
計
日
数
と
し
ま
す
。

（1）　
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院
の
日

数
（2）　
自
己
血
貯
血
の
た
め
の
通
院
の

日
数

（3）　
骨
髄
な
ど
の
採
取
の
た
め
の
入

院
の
日
数

（4）　
そ
の
ほ
か
骨
髄
な
ど
の
提
供
に

関
し
、
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
又
は
医
療
機
関
が
必
要
と

認
め
る
通
院
な
ど
の
日
数

申
請
・
問
合
せ

　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

　
☎
�
９
３
１
１

新しい春、運動しませんか
～まずはウォーキングから～

１日あたりの歩数と予防できる病気

歩数 速歩き時間 予防（改善）できる可能性
のある病気

４,000歩 ５分 うつ病
5,000歩 7.5分 脳卒中、認知症、心疾患
7,000歩 15分 がん、動脈硬化、

骨粗しょう症
8,000歩 ２0分 高血圧症、糖尿病
10,000歩 ３0分 メタボリックシンドローム
出典：中之条研究から見えてきた“病気にならな
い生活法”（一部引用）

～浜田市の現状～
　令和２年度特定健診の質問票の結果を見ると、男
性約６割、女性約７割の人が、「運動習慣がない」
と回答しています。また、はまだ健康チャレンジ（通
称：はまチャレ）では、「目指せ１日8,000歩、まず
は１日5,000歩から」を目標にしています。令和２
年度参加者の１日平均歩数は、男性7,0４7歩、女性
5,３51歩でした。

～ウォーキングの効果～

　15年間の研究の結果、１日４,000歩以上歩き、そ
のうち速歩きが５分以上の場合には、うつ病を予防
できる可能性があるなど、病気の予防や改善に効果
があることが分かりました。

～ウォーキングで気を付けること～
・ウォーキングをする前は、しっかり準備運動をし

ましょう。
・ウォーキングのときは正しい姿勢を保ちましょう。
・普段運動習慣のない人や、体力や歩行に自信がな

い人は、今よりも身体を動かす時間を増やすこと
などを意識しましょう。

★今日から自分のためにウォーキングしましょう。
一緒に「はまチャレ」にもチャレンジしてください。
16ページをご覧ください。

問合せ
　健康医療対策課健康づくり係　☎�９３１１

健 康 コラムコラム

戦
没
者
の
慰
霊
巡
拝
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地
や

遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上
な
ど
で

の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
慰
霊

巡
拝
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

・
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
で
の
戦
没

者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
人
を
除

く
）・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・

甥
姪
・
参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉

妹
）
の
配
偶
者

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
長
途
の
旅

行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
人

実
施
地
域　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ト

ラ
ッ
ク
諸
島
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
硫

黄
島
な
ど

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、
実
施
を

見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

実
施
時
期
・
定
員
な
ど　
実
施
地
域

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
旅
費
は
参
加
者
の
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
国
か
ら
お
お
む
ね
３
分

の
１
程
度
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
同
行
す
る
介
助
者
に
は
、
補
助
は

あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
先
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
�
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　必ず同じ効果があるとは限りません。



安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

3031 広報はまだ：令和４年４月号広報はまだ：令和４年４月号

（裏）
受診希望者の
①住所　②氏名　③性別
④生年月日
⑤連絡先電話番号

（表）　〒697-8501

　浜田市殿町１番地

　浜田市保険年金課

「国保脳ドック」係

はがきの記入例申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

※　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、令
和
元・
２・

３
年
度
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い

人
を
優
先
し
ま
す
。
抽
選
の
結
果

は
、
４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
期
限　
４
月
13
日
㈬
必
着

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
脳
ド
ッ
ク
」「
人
間
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
人
は
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
閉
所
恐
怖
症
の
人
は
検
査
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金

属
製
の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人

は
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
及
び
頭
部
M
R
A

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
ご
相
談
の
う
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
国
保
係　
　

☎
�
９
４
１
０

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
の
健
康
保
持
増
進
と
病
気
の
早

期
発
見
を
目
的
と
し
て
「
脳
ド
ッ

ク
」
を
受
け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

※　
「
人
間
ド
ッ
ク
」
は
、
広
報
は

ま
だ
５
月
号
で
募
集
予
定
で
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

（1）　
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
、
74

歳
ま
で
（
昭
和
22
年
４
月
２
日
生

以
降
）
の
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人

(2)　
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な

い
こ
と

受
診
医
療
機
関　

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間　
5
月
～
12
月

検
診
内
容　
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の
血

管
撮
影
な
ど

定
員　
２
４
０
人

自
己
負
担
金　
１
万
円

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
（
63
円
の

も
の
）
に
受
診
希
望
者
の
①
住

所
・
②
氏
名
・
③
性
別
・
④
生
年

月
日
・
⑤
連
絡
先
電
話
番
号
を
必

ず
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※　
は
が
き
1
枚
で
1
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※　
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７-

８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
保

険
年
金
課　
「
国
保
脳
ド
ッ
ク
」
係

人

権

人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を
育
む

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
グ

ル
ー
プ
、
職
場
な
ど
に
お
い
て
人

権
・
同
和
教
育
研
修
を
繰
り
返
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
主
催
す
る
人
権
・
同
和
教
育

研
修
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
内
在
住
・
在
勤
又
は

在
学
し
て
い
る
、
お
お
む
ね
10
人

以
上
で
構
成
さ
れ
た
自
治
会
や
事

業
所
、
学
校
な
ど
の
各
種
団
体

実
施
日
時　
原
則
と
し
て
平
日

※　
土
・
日
・
祝
日
、
夜
間
な
ど
に

開
催
を
希
望
す
る
場
合
に
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

研
修
内
容　
研
修
を
開
催
す
る
皆
さ

ん
の
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。
人

権
一
般
を
は
じ
め
具
体
的
な
人
権

課
題
に
即
し
、
親
し
み
や
す
く
分

か
り
や
す
い
テ
ー
マ
や
方
法
で
行

い
ま
す
。

講
師　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
指
導
主
事

講
師
派
遣
経
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
日
程
・
内
容
な
ど
を
調
整

後
、
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

　
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー　

　
☎
�
９
１
６
０

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

高
校
生
の
通
学
定
期
券
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
浜
田
市
内
の
高
等
学
校
へ
定
期
券

（
バ
ス
・
Ｊ
Ｒ
）
を
使
用
し
て
通
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
に
、
通

学
定
期
券
購
入
に
か
か
っ
た
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※　
保
護
者
、
生
徒
の
両
方
が
市
内

に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

補
助
金
額

往
復
定
期
券
の
場
合

　
１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
１
５
０
０
０
円
を
差
し

引
い
た
額

片
道
定
期
券
の
場
合

　
１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
８
２
５
０
円
を
差
し
引

い
た
額

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
在
学
を
証
明
す
る
書
類
（
学
生
証

の
写
し
又
は
在
学
証
明
書
な
ど
）

・
通
学
定
期
券
の
コ
ピ
ー

・
印
鑑
（
自
署
の
場
合
は
不
要
）

※　
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
窓
口
に
も

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口

・
地
域
活
動
支
援
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

申
請
期
間　
定
期
券
の
購
入
年
度
内

で
あ
れ
ば
随
時
申
請
で
き
ま
す
。

※　
今
年
度
購
入
し
た
定
期
券
で
あ

れ
ば
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
後
の

申
請
も
可
能
で
す
。

問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
課
公
共
交

通
大
学
支
援
係　
☎
�
９
２
０
１

中国で人気の日本人スポーツ選手

　２月２0日に、北京オリンピックが無事に幕を閉じま
した。皆さんはどの選手を応援しましたか？
　オリンピック中、中国人の心を鷲掴みにした日本人
選手がいました。中国版ツイッター・微

ウェイボー

博でファンが
立ち上げたアカウントは２6９万超のフォロワーがいる
ほどの人気ぶりです。そう、羽生結弦選手です。
　人気の理由は、美しい演技はもちろんですが、何よ
りその頑強な意志と優しい人柄に中国の人々は心を打
たれました。北京オリンピックではメダル獲得は叶い
ませんでしたが、果敢に４回転半ジャンプに挑みまし
た。人類を代表して限界に挑戦した姿勢は中国人が思
い描くオリンピック精神を完璧に表現しました。その
後のエキシビション公式練習後には、整氷スタッフに
何度も感謝の言葉を伝え、自らも作業に加わりました。
ファンたちは再び感動し、「本当に心遣いがあり、謙
遜な「暖

ヌァンナン

男」（心が温かい男性）」と称賛しました。
　他にも中国で人気の日本人選手がいます。中国語東
北弁バリバリの石川佳純選手です。石川選手は２01９年
のブダペスト世界卓球大会で、自分たちに入った点に
対してミスジャッジを訴えたエピソードを経て、人気

がより高まりました。中国中央テレビが「リスペクト
すべきライバルだ」と称賛し、国民から「中国にお嫁
さんに来てほしい」との声が絶えません。
　さらに「万能美少女」と称されるバレーボールの木
村沙織選手や体操の内村航平選手にも中国人ファンが
大勢います。
　スポーツは国境を越えて、中国人と日本人をつなげ
ました。「山川異域、風月同天」（山や川は異なるけど、
風や月は同じ。離れていてもつながっているという意
味）、中国と日本国交正常化50周年に向けて、両国の
皆さんがもっと深く堅い友情を築けることを願います。
Together for a Shared Future（一緒に未来に向か
いましょう）！

于
う

　清
せい

国際交流員コラム

保
険
・
医
療

年

金

令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
額
が
決
ま
り
ま
し
た

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及
び

任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た

り
の
保
険
料
は
、
１
６
５
９
０
円
で

す
。
前
納
制
度
、
免
除
制
度
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？
学
生
納
付
特
例
制

度
学
生
納
付
特
例
と
は
、
20
歳
以
上

の
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

学
生
で
あ
っ
て
も
、
修
業
年
限
が

１
年
未
満
の
課
程
な
ど
、
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
期
間
は
、
４
月
か
ら
令

和
５
年
３
月
ま
で
で
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

①
在
学
証
明
書
原
本
（
申
請
年
度
と

同
じ
年
度
の
も
の
）、
又
は
学
生

証
の
写
し

②
基
礎
年
金
番
号
又
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の

※　
令
和
３
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、
４
月

に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※　
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
「
追
納
制

度
」
を
利
用
し
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

　
☎
�
０
６
７
０

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
１

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
又
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
属
す

る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月

間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

対
象
者　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１

日
以
降
の
人
で
す
。
な
お
「
出

産
」
と
は
、
妊
娠
85
日(

４
か
月)

以
上
の
出
産
を
い
い
、
死
産
、
流

産
、
早
産
さ
れ
た
人
を
含
み
ま
す
。

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６
か
月

前
か
ら
可
能
で
す
。

添
付
書
類　
出
産
前
に
届
出
を
行
う

場
合
は
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出

産
予
定
日
が
わ
か
る
も
の
が
必
要

で
す
。
出
産
後
は
、
市
で
確
認
で

き
る
場
合
は
不
要
で
す
。

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

　
☎
�
０
６
７
０

・
保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

　
☎
�
９
４
１
１



相
　
　
談

島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ひ
と
り
親
家
庭
無
料
法
律
相
談

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
、
寡
婦
の
人
、

未
婚
の
人
、
離
婚
前
の
人

日
時　
毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
い
わ
み
ー
る

料
金　
無
料（
１
人
30
分・要
予
約
）

申
込
み　
島
根
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
へ

☎
０
８
５
２
�
５
９
２
０

資
格・試
験

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
６
月
12
日
㈰

受
付
期
間

　
書
面
申
請　
４
月
４
日
㈪
～
18
日
㈪

　
電
子
申
請　
４
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

試
験
地

浜
田
市
・
松
江
市
・
隠
岐
の
島
町

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
第
１
類
～

第
６
類
・
丙
種

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

　
係　
☎
�
１
１
６
７

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

対
象　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種
第

４
類
を
受
験
す
る
人

日
時　
５
月
12
日
㈭

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
０
２
研
修
室

申
込
み　
講
習
会
１
週
間
前
ま
で
に

申
込
書
と
受
講
料
を
島
根
県
危
険

物
保
安
協
会
連
合
会
へ

　
☎
０
８
５
２
�
７
２
０
２

危
険
物
取
扱
者
試
験
及
び

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

教
室・講
座

石
見
武
道
館

ス
ポ
ー
ツ
教
室
無
料
体
験
会

日
時　
４
月
６
日
㈬
～
９
日
㈯

教
室　
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
、
マ
マ
＆
ベ

ビ
ー
キ
ッ
ズ
３
B
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
３
B
、
気
功
・
太
極
拳
、

居
合
道

※  　

内
容
な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

場
所　
石
見
武
道
館

定
員　

各
教
室
10
人
（
マ
マ
＆
ベ

ビ
ー
キ
ッ
ズ
３
B
は
10
組
）

料
金　
無
料

申
込
み　
各
教
室
２
日
前
ま
で
に
石

見
武
道
館
へ　
☎
�
７
１
７
０

西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

点
訳
・
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

対
象　
70
歳
未
満
で
簡
単
な
パ
ソ
コ

　
ン
操
作
が
で
き
る
人

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
時　
５
月
12
日
㈭
～
令
和
５
年
３

月
16
日
㈭
の
毎
週
木
曜
日

（
全
22
回
）

　
午
前
10
時
～
正
午

料
金　
１
５
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
時　
５
月
12
日
㈭
～
令
和
５
年
３

月
16
日
㈭
の
毎
週
木
曜
日

（
全
22
回
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

料
金　
８
８
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

場
所　
い
わ
み
ー
る
視
聴
覚
研
修
室

申
込
み　
５
月
12
日
㈭
ま
で
に
島
根

県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
９
３
３
４

く
に
び
き
学
園
西
部
校

受
講
生
募
集

資
格　
県
内
在
住
者

受
講
期
間　
９
月
～
令
和
６
年
８
月

の
毎
週
金
曜
日（
年
間
40
日
程
度
）

学
習
拠
点　
い
わ
み
ー
る

定
員　
25
人
程
度

料
金　
①
申
込　
　
１
０
０
０
０
円

　
②
受
講
料　
　
　
１
８
０
０
０
円

　
③
傷
害
保
険
料　
　

２
５
０
０
円

　
（
②
・
③
は
年
額
）

申
込
み　
７
月
29
日
㈮
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）
に
く
に
び
き
学
園
西

部
校
へ　
☎
�
９
３
３
６

伝 言 板
まちかど募

　
　
集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

　
募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
４
月
11
日
㈪

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
） 

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住

宅
（
旭
・
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

①
国
民
宿
舎
千
畳
苑

指
定
期
間　
令
和
５
年
４
月
１
日
～

令
和
８
年
３
月
31
日

問
合
せ　
観
光
交
流
課
観
光
企
画
係

☎
�
９
５
３
０

②
室
内
プ
ー
ル

③
金
城
総
合
運
動
公
園
、
今
福
ス

ポ
ー
ツ
広
場
施
設

指
定
期
間　
令
和
５
年
４
月
１
日
～

令
和
10
年
３
月
31
日

問
合
せ　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係　
☎
�
９
７
２
１

申
請
方
法　
４
月
15
日
㈮
か
ら
５
月

25
日
㈬
ま
で
に
、
募
集
関
係
書
類

を
各
担
当
課
窓
口
又
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
の
上
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

公
の
施
設
の

　
指
定
管
理
者
募
集

浜田市スポーツ少年団一覧
団名 問合せ（敬称略） 電話番号 練習場所

三隅柔道 平川隆夫 090-3373-0105 三保まちづくりセンター
浜田テコンドー 田淵　裕 090-1337-1696 石見まちづくりセンター

浜田中央（ソフトボール） 川辺孝之 090-3375-1258 原井小校庭

国府野球 天野禎丞 080-6248-7455 国府ふれあい広場
西部野球 小田昭司 090-5692-9308 周布小校庭
浜田市野球 三浦　聡 090-7779-1582 松原小校庭
美川野球 永見哲朗 090-7548-4324 美川農村広場
三隅少年野球クラブ 佐々木勝志 080-6261-4982 田ノ浦公園ソフトボール場
金城少年野球クラブ 藤田佑磨 080-5616-0357 金城中校庭
波佐（バドミントン） 榎　辰明 090-6405-9305 波佐小体育館
国府バレーボール 宮田　徹 080-1907-3637 国府小体育館
周布バレーボール 川本浩伸 080-3051-1090 周布小体育館
みすみSmileys（バレーボール） 虻江昌彦 090-2004-4764 三隅小体育館

入
団
申
込
み

対
象　
原
則
小
学
生
以
上

申
込
み　
左
表
の
各
団
問
合
せ
へ

団
の
新
規
設
立

問
合
せ　
浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
事
務
局
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

内
）　
☎
�
９
７
２
１

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
・
新
規
登
録
団
募
集

日
時　
４
月
13
日
㈬
・
5
月
11
日
㈬

午
後
1
時
～
4
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

浜
田
国
際
交
流
協
会

語
学
講
座
・
国
際
交
流
教
室

講座 日時 場所 定員 料金 締切日

中国語講座　入門
4月８日㈮～７月２２日㈮の金曜日
【昼の部】午後1時３0分～3時
【夜の部】午後7時～8時３0分

浜田まちづく
りセンター

各
1２人

各
３,２00円 ４月５日㈫

中国語講座　初級
4月1４日㈭～７月２8日㈭の木曜日
【昼の部】午後１時３0分～３時
【夜の部】午後７時～８時３0分

浜田まちづく
りセンター

各
1２人

各
３,２00円 4月1２日㈫

フリートーク中国語
「我们一起说中文吧！」
（中国語を話しましょう！）

４月1２日㈫～８月16日㈫の火曜日
午後１時３0分～３時

浜田まちづく
りセンター

各
６人

各
４,000円 4月８日㈮

韓国語講座 
　～初級Ⅰ・中級Ⅰ～

４月1２日㈫～６月２1日㈫の火曜日
【中級】午後４時～５時３0分
【初級】午後７時～８時３0分

浜田まちづく
りセンター

各
10人

各
４,000円 4月８日㈮

ベトナム語講座
　　　　入門・初級

4月18日㈪～６月２7日㈪の月曜日
【入門】午後1時３0分～3時
【初級】午後7時～8時３0分

浜田まちづく
りセンター

各
10人

各
４,000円 4月８日㈮

英語講座　初級・中級
4月２0日㈬～６月15日㈬の水曜日
【昼の部】午後１時３0分～３時
【夜の部】午後７時～８時３0分

昼：
浜田まちづく
りセンター

夜：
石見まちづく
りセンター

各
10人

各
1,600円 4月11日㈪

申
込
み　
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

☎
�
１
２
４
１

（
各
講
座・教
室
と
も
会
員
料
金
あ
り
）
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お
出
か
け

日
時　
４
月
５
日
㈫
～
６
月
19
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
郷
土
資
料
館

　
☎
�
６
４
５
３

浜
田
郷
土
資
料
館

市
民
寄
贈
資
料
披
露
展

日
時　
４
月
２
日
㈯
～
令
和
５
年
３

月
25
日
㈯
の
毎
週
土
曜
日

　
午
後
８
時
～
９
時

休
演
日　
４
月
23
日
㈯
・
６
月
11
日

㈯
・
７
月
23
日
㈯
・
８
月
６
日
㈯
・

９
月
３
日
㈯・
10
月
８
日
㈯
・
12

月
31
日
㈯

場
所　
三
宮
神
社

定
員　
５
０
人
（
要
電
話
予
約
）

料
金　
１
０
０
０
円

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

☎
�
１
０
８
５

浜
田
の
夜
神
楽
週
末
公
演
が

始
ま
り
ま
す

日
時　
４
月
17
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午
頃

場
所　
石
見
海
浜
公
園

定
員　
40
人
（
先
着
）

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時　
4
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
国
府
海
岸
一
体

清
掃
場
所　
国
府
海
岸
駐
車
場

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

　
☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

福
祉・保
育
職
場
合
同
相
談
会

①
出
雲
会
場

日
時　
４
月
23
日
㈯

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　
出
雲
市
役
所
１
階
く
に
び
き

大
ホ
ー
ル

②
松
江
会
場

日
時　
５
月
28
日
㈯

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
１
階
多
目

的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料
（
要
事
前
申
込
）

申
込
み　

島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
５
７

※　
②
は
４
月
28
日
㈭
か
ら
受
付
開

始
第
２
２
８
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

国
分
寺
道
を
歩
き
駅
路
と
の

関
係
を
検
証
す
る

日
時　
４
月
24
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
石
見
海
浜
公
園
駐
車
場
に
集

合
し
移
動

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
４
月
24
日
㈰

午
後
２
時
～
４
時
30
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演　
自
衛
隊
音
楽
隊・地
元
高
校
生

料
金　
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

※　
整
理
券
は
市
役
所
本
庁
舎
又
は

各
支
所
で
配
布
。

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
浜
田
出
張
所　
☎
�
１
３
３
４

ス
プ
リ
ン
グ

　
　
コ
ン
サ
ー
ト
ｉｎ
は
ま
だ

日
時　
５
月
21
日
㈯

午
前
８
時
30
分
～
正
午

場
所　
波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金　
３
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

申
込
み　

波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
０
１
４
６

波
佐
歴
史
探
訪

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
時　
①
５
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

　
　
②
６
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

場
所　
石
見
海
浜
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場

定
員　
各
回
５
組
（
先
着
）

料
金　
高
校
生
以
上　
３
５
０
０
円

　
　
小
・
中
学
生　

２
５
０
０
円

　
　
未
就
学
児　
　
　
　
　
無
料

申
込
み　
①
４
月
25
日
㈪
、
②
５
月

30
日
㈪
ま
で
に
石
見
海
浜
公
園
予

約
セ
ン
タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
教
室

石
央
文
化
ホ
ー
ル
女
子
神
楽
同
好
会

「
舞
姫
社
中
」
初
公
演

「
し
な
や
か
に
し
て
嫋
や
か
な
る
演

舞
」

日
時　
5
月
22
日
㈰

午
後
1
時
30
分
～

演
目　
①
恵
比
須
（
35
分
）

　
　
　
②
大
蛇
（
45
分
）

場
所　
大
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
券
一
般　
　
５
０
０
円

（
当
日
３
０
０
円
増
）

　
　
高
校
生
以
下　
　
　
　
無
料

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
、

浜
田
市
教
育
委
員
会
、
ラ・ペ
ア
ー

　
レ
浜
田
、浜
田
市
観
光
協
会

石
央
文
化
ホ
ー
ル
だ
よ
り

　
　
☎
�
２
１
０
０

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

ト
ー
ク
シ
ョ
ー・個
展・マ
ル
シ
ェ
な
ど

き
み
と
ぼ
く
と
に
じ
の
い
ろ

文
化
祭

日
時　
４
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
国
府
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

有
福
分
館

講
師　
の
ぶ
み
さ
ん
（
絵
本
作
家
）、

原
綾
子
さ
ん
（
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
ク

リ
エ
イ
タ
ー
）

料
金　
無
料

※　
16
日
㈯
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
み

　

２
０
０
０
円

問
合
せ　
河
上
さ
ん

　
☎
０
９
０-

７
５
９
７-

４
０
１
４

お
う
ち
で
楽
し
も
う�

浜
田
の
春
の
風
物
詩

２
０
２
２
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

日
時　
４
月
29
日
㈷　
時
間
未
定

内
容　
事
前
に
撮
影
し
た
パ
レ
ー
ド

の
様
子
な
ど
を
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
、Youtube

で
配
信

※　
詳
細
は
浜
田
市
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

　
☎
�
１
０
８
５

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

企
画
展
「
竹
久
夢
二
と
乙
女
た
ち

あ
こ
が
れ
の
美
人
、
と
き
め
き
の
モ

ダ
ン
ラ
イ
フ
」

日
時　
４
月
９
日
㈯
～
５
月
30
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※　
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

※　
５
月
3
日
㈷
は
開
館

場
所　
石
見
美
術
館

料
金
（
当
日
券
）

一
般　
　
１
０
０
０
円

大
学
生　
　
６
０
０
円

小
中
高
生　
３
０
０
円

※　
前
売
割
引
あ
り

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
音
楽
祭

「
３
世
代
に
贈
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
（
木
管
五
重
奏
）」

日
時　
４
月
24
日
㈰

午
後
３
時
30
分
～

場
所　
美
術
館
ロ
ビ
ー

出
演　
石
見
音
楽
文
化
振
興
会
所
属

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん

料
金　
無
料

定
員　
40
人
（
要
事
前
申
込
）

申
込
み　
グ
ラ
ン
ト
ワ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら

春
の
特
別
展

「
生
き
物
た
ち
の
落
と
し
物

～
う
ん
ち
が
で
き
る
ま
で
～
」

日
時　
５
月
16
日
㈪
ま
で

内
容

　
①
シ
ロ
イ
ル
カ
・
ペ
ン
ギ
ン
・
魚

の
歯
、
体
の
仕
組
み
や
糞
の
違
い

を
見
て
み
よ
う

　
②
ア
ザ
ラ
シ
と
ペ
ン
ギ
ン
の
う
ん

ち
の
臭
い
体
験
コ
ー
ナ
ー

飼
育
の
日
イ
ベ
ン
ト

①
ク
ラ
ゲ
飼
育
体
験

対
象　
小
中
学
生
と
家
族

日
時　
４
月
16
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時

定
員　
20
人

②
ペ
ン
ギ
ン
館
お
掃
除
体
験

対
象　
５
歳
以
上

日
時　
４
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

午
後
１
時
～
１
時
30
分

①
②
共
通

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
ア
ク
ア
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

①
「
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
チ
ン
ア
ナ

ゴ
の
か
ご
を
作
ろ
う
」

対
象　
小
学
校
中
学
年
以
下
は
、
保

護
者
と
一
緒
に
参
加

日
時　
４
月
10
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

料
金　
１
個
５
０
０
円

※　
別
途
入
館
料
が
必
要

②
「
サ
メ
の
う
ん
ち
を
か
き
わ
け
て

サ
メ
の
歯
を
探
し
出
そ
う
！
」

対
象　
小
中
学
生
と
保
護
者

日
時　
４
月
24
日
㈰

午
前
10
時
～
11
時

料
金　
１
０
０
円

※　
別
途
入
館
料
が
必
要

①
②
共
通

定
員　
20
人

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
�
３
６
１
４

ア
ク
ア
ス
☆
ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

①「
お
り
が
み
で
う
ん
ち
を
つ
く
ろ
う
」

日
時　
４
月
11
日
㈪　
午
前
10
時
～

料
金　
１
個
50
円

※　
別
途
入
館
料
が
必
要

②
「
ア
ザ
ラ
シ
と
写
真
を
撮
っ
て
母

の
日
カ
ー
ド
を
作
ろ
う
」

日
時　
４
月
25
日
㈪　
午
前
10
時
～

料
金　
１
０
０
円

※　
別
途
入
館
料
が
必
要

①
②
共
通

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

定
員　
各
10
組
（
先
着
）

申
込
み　
当
日
、
午
前
９
時
以
降
に

１
階
総
合
案
内
所
へ

４
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

３
日
㈰　
倭
川
戸
神
楽
社
中

10
日
㈰　
周
布
青
少
年
保
存
会

17
日
㈰　
岡
﨑
神
楽
社
中

24
日
㈰　
上
府
社
中

29
日
㈷　
岡
見
神
遊
座

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

☎
�
３
１
０
０

日
時　
４
月
１
日
㈮
～
５
月
31
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日

休
館
・
５
月
31
日
㈫
は
午
後
３
時

ま
で
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
�
４
１
７
０

石
州
和
紙
会
館

和
紙
の
歴
史
資
料
と
道
具
展

三
隅
つ
つ
じ
祭
り

　
　
　
　
中
止
の
お
知
ら
せ

　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷
に
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
今
年
度
も
中
止
し
ま
す
。

※　
三
隅
公
園
内
へ
の
立
ち
入
り
は

　
可
能
で
す
。

問
合
せ　
三
隅
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委

　
員
会
事
務
局（
浜
田
市
観
光
協
会
）

　
☎
�
１
０
８
５

料
金　
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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図書館情報
開館時間 ４月の休館日

中央 ☎�0480  ９:00～1９:00 11日㈪・２5日㈪
金城 ☎�1823

 ９:00～17:00 ４日㈪・11日㈪
18日㈪・２5日㈪

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10:00～1９:00

（土日祝日は18:00まで）

令
和
３
年
度
の
優
秀
卒
業
研
究

が
決
定
し
ま
し
た

　
本
学
で
は
、
毎
年
優
秀
な
卒
業
研

究
を
選
出
し
、
学
修
成
果
の
公
表
と

し
て
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
卒
業
研
究
の
中

か
ら
７
本
が
優
秀
研
究
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

マスコットキャラクター
オロリン

【
受
賞
者・研
究
課
題
】（
50
音
順
）

●
和
泉
玲
奈
「
農
業
法
人
化
に
よ
る

出
雲
市
の
農
業
課
題
解
決
の
可
能

性
」

●
木
村
悠
月
「
面
会
交
流
の
間
接
強

制
に
お
け
る
子
の
意
思
の
尊
重
」

●
中
本
智
美
「
島
根
県
内
中
小
企
業

に
お
け
る
高
度
外
国
人
材
受
入
促

進
支
援
の
方
策
―
外
国
人
留
学

生
採
用
促
進
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
ー
」

●
藤
本
麻
由
「
「
や
さ
し
い
日
本

語
」
と
そ
の
課
題
」

●
渕
妃
華
「
被
爆
者
と
反
核
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
主
張
す
る
核
兵
器
の
非
人

道
性
―
「
核
兵
器
の
人
道
的
影
響

に
関
す
る
国
際
会
議
」（
２
０
１

３
～
２
０
１
４
年
）
の
分
析
―
」

●
森
原
千
尋
「
浜
田
市
に
お
け
る
持

続
可
能
な
農
業
の
普
及
に
つ
い

て
」

●
芳
川
楓
菜
「
介
護
者
支
援
制
度
の

国
際
比
較
」

問
合
せ　
企
画
調
整
課

　
☎
�
２
２
０
１

K
E
N
D
A
I
縁
結
び
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
ウ
ェ
ブ
開
催
し
ま
し
た

２
月
15
日
㈫
か
ら
24
日
㈭
ま
で
の

期
間
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お

い
て
成
果
報
告
・
発
表
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

従
来
の
対
面
形
式
（
登
壇
で
の
報
告

や
発
表
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
）
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
自
治
体

な
ど
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
、
県
内
外

の
高
等
教
育
機
関
、
一
般
企
業
・
団

体
、
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
82
件
の
申

込
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
①
「
浜
田

市
・
益
田
市
そ
れ
ぞ
れ
と
の
共
同
研

究
報
告
会
」
②
「
し
ま
ね
地
域
国
際

研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
発
表
」③「
し

ま
ね
地
域
マ
イ
ス
タ
ー
の
学
生
研
究

発
表
」
④
「
地
域
貢
献
推
進
奨
励
金

活
動
報
告
」
⑤
「
令
和
３
年
度
大
学

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
証
事
業
（
島

根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー
事
業
）」

⑥
「
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
の
資
源
を
活
用
し
た
地
域
貢

献
及
び
再
犯
防
止
の
推
進
に
関
す
る

委
託
研
究
の
発
表
」
に
つ
い
て
、
浜

田
キ
ャ
ン
パ
ス
・
出
雲
キ
ャ
ン
パ

ス
・
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の

教
員
や
学
生
が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動

画
と
資
料
掲
載
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

問
合
せ　
連
携
交
流
課

☎
�
９
０
６
３

県
大
広
報
ス
タ
ン
ド
を
設
置

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
県
立
大
学
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

市
内
３
か
所
（
浜
田
市
役
所
１
階
・

浜
田
合
同
庁
舎
１
階
・
Ｊ
Ｒ
浜
田
駅

市
民
サ
ロ
ン
）
に
広
報
ス
タ
ン
ド
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
広
報
誌
や
大
学

案
内
な
ど
、
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　
企
画
調
整
課

　
☎
�
２
２
０
１

広報誌　オロリン 浜田市役所設置の広報スタンド

令
和
４
年
度

移
動
図
書
館
「
ラ
ブ
ッ
ク
号
」
の

運
行
ス
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
ま
し
た

毎
月
の
移
動
図
書
館
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

移
動
図
書
館
は
浜
田
市
立
図
書
館
の
共
通

利
用
者
カ
ー
ド
で
貸
出
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

こ
ど
も
の
読
書
週
間

　

２
０
２
２
年
第
64
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間

の
標
語
は
、「
ひ
と
み
キ
ラ
キ
ラ　

本
に
ど

き
ど
き
」
で
す
。

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
で
あ
る
４
月
23
日
㈯

か
ら
５
月
12
日
㈭
ま
で
は
、「
こ
ど
も
の
読

書
週
間
」
と
し
て
、
全
国
各
地
で
子
ど
も
の

読
書
に
関
す
る
催
し
や
取
組
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
図
書
館
で
も
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
皆

さ
ん
の
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

読
み
聞
か
せ
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

テ
ー
マ
「
お
で
か
け
！
お
で
か
け
！
」

対
象　
小
学
生
以
下

日
時　
５
月
８
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
中
央
図
書
館　
１
階　
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

定
員　
先
着
10
人
（
事
前
申
込
不
要
）

料
金　
無
料

※　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
開
催
日
が
近
づ
き
ま

し
た
ら
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
館
内
ポ
ス

タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
上
映
会
「
お
し
り
た
ん
て
い
５
」

　
お
し
り
た
ん
て
い
に
謎
の
記
号
が
書
か
れ
た

差
出
人
不
明
の
手
紙
が
届
い
た
。
手
紙
の
主
は

一
体
誰
な
の
か
？
そ
し
て
無
事
、
謎
を
解
き
明

か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
！

日
時　
５
月
８
日
㈰　
午
後
３
時
～
３
時
40
分

場
所　
中
央
図
書
館　

２
階　
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
先
着
20
人
（
事
前
申
込
不
要
）

料
金　
無
料

※　
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　
来
場
者
名
簿
を
作
成
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※　
体
調
が
よ
く
な
い
場
合
に
は
、
イ
ベ
ン
ト

参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

４
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

《
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
》

　
柚
木
沙
弥
郎
さ
ん
の
孫
娘
・
丸
山
祐
子
さ
ん

を
迎
え
て
開
催
す
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
す
。

◎
10
日
㈰

定
員　
先
着
50
人

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
2
時
30
分

※　
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

※　
当
日
の
展
覧
会
の
観
覧
券
が
必
要
で
す
。

《
影
絵
＆
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
》

◎
24
日
㈰

定
員　
先
着
20
人

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時

料
金　
無
料

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

　
１
階
・
創
作
室
で
受
付

《
ス
チ
レ
ン
ボ
ー
ド
版
画
》

◎
２
日
㈯
・
３
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
割
り
ピ
ン
人
形
を
つ
く
ろ
う
》

◎
９
日
㈯
・
10
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
霧
吹
き
で
色
あ
そ
び
》

◎
16
日
㈯
・
17
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
紙
版
画
に
挑
戦
》

◎
23
日
㈯
・
24
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
動
物
キ
ャ
ン
ド
ル
》

◎
29
日
㈷
～
５
月
１
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

４月の休館日
月曜日　４日・11日・18日・２5日

「
柚
木
沙
弥
郎
の
世
界
」

本
展
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
柚
木
さ
ん

の
作
品
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
た
く

さ
ん
の
仕
掛
け
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
「
さ
み
ろ
う
ブ
ッ
ク
」

と
い
う
豆
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

作
品
に
ち
な
ん
だ
お
話
や
問
い
か
け
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
親
子
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
絵
本
原
画
に
囲
ま
れ
た
中
で

柚
木
さ
ん
の
絵
本
を
読
む
こ
と
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
や
、
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
挑
戦
で
き
る

創
作
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
柚
木
さ
ん
の
作
品
の
世
界
を
存
分
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
８
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　
８
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
４
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

　
　
　
浜
田
市
民
（
一
般
の
み
）
６
０
０
円

※　
受
付
に
て
身
分
証
明
書
の
提
示
が
必
要

助
成　
芸
術
文
化
振
興
基
金

紙版画に挑戦

vol.222
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.304

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　800円（700円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

生
誕
１
０
０
年　
回
顧
展　
石
本
正

会
期　
６
月
12
日
㈰
ま
で

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

〈女〉1951年

　
回
顧
展
で
し
か
見
ら
れ
な
い
貴
重

な
個
人
蔵
の
作
品
や
、
文
豪
・
川
端

康
成
と
の
親
交
を
示
す
初
出
資
料
な

ど
約
80
点
を
一
堂
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
華
や
か
な
舞
妓
の
大

作
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ
一
室
は
必
見
で

す
。

　
ふ
る
さ
と
石
見
が
育
ん
だ
石
本
正

の
美
の
世
界
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

※　
４
月
26
日
㈫
以
降
、
一
部
展
示

替
え
を
行
い
ま
す
。

観
覧
料　
当
日
券
は
上
枠
内
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

前
売
券　
（
一
般
の
み
）　
６
０
０
円

　
ロ
ー
ソ
ン
各
店
で
販
売
（
Ｌ
コ
ー

ド
６
２
８
０
３
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
し
た
人

の
う
ち
、
高
校
生
以
下
無
料
。

★
回
顧
展　
見
ど
こ
ろ
紹
介
動
画

　

石
正
美
術
館
公
式Youtube

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
全
５
回
）

《第１回》
QRコード

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

「
生
誕
１
０
０
年 

回
顧
展 

石
本

正
」
関
連
素
描
展

②
花　
　
４
月
８
日
㈮
ま
で

③
人
物　
４
月
９
日
㈯
～
28
日
㈭

④
風
景　
４
月
29
日
㈷
～
５
月
19
日
㈭

※　
②
③
の
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◎「生誕100年 回顧展 石本正」特別講演会　　『石本正－創造の旅－』
石本正の教え子の一人でもある当館館長による講演会です。
石本画伯の創造の原動力とは？画伯が憧れたヨーロッパのフレスコ画や日本

の仏像、また同時期に活躍した周辺の画家の作品などと比較しながら、独創性
ある石本作品を紹介します。
日時　４月３0日㈯　午後１時３0分～２時３0分　　会場　創作室
料金　無料　　　　　　　　　　　　　　　　　定員　３0人（要予約）
講師　西久松吉雄（当館館長、創画会会員、成安造形大学名誉教授） 西久松吉雄館長

展示風景

◎
生
誕
１
０
０
年
記
念
・

　
　
　
　
　
特
別
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
生
誕
１
０
０
年
回
顧
展
の
開
催
を

記
念
し
、
石
本
正
が
絵
を
描
く
の
に

使
っ
て
い
た
石
正
紙
（
石
州
和
紙
）

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
を
差
し
上
げ

ま
す
。（
４
月
７
日
は
開
館
記
念
日
）

日
時　
４
月
７
日
㈭
～
10
日
㈰

※　
各
日
先
着
30
人

◎
金
箔
入
り
石
州
和
紙
で

　
　
　
　
　
　
お
花
の
壁
飾
り

透
け
感
の
あ
る
水
滴
模
様
や
金
箔

入
り
の
石
州
和
紙
を
使
っ
て
、
お
花

の
壁
飾
り
を
作
り
ま
す
。

和
紙
そ
の
も
の
の
色
味
を
生
か
し

た
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
飾
る

場
所
を
選
び
ま
せ
ん
。

日
時　
４
月
17
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

会
場　
創
作
室

参
加
費　
１
５
０
０
円

定
員　
10
人
（
要
予
約
）

講
師　
ち
く
ち
く
さ
ん

持
ち
物　
の
り
又
は
ボ
ン
ド
、
ピ
ン

セ
ッ
ト
、
は
さ
み

世 帯 男 女 総 数
浜 田 1９,088 18,155 1９,87２ ３8,0２7
金 城 1,86９ 1,９18 ２,078 ３,９９6

旭 1,２９7 1,２９0 1,２88 ２,578
弥 栄 6３1 5４２ 60２ 1,1４４
三 隅 ２,77３ ２,7２９ ２,９1２ 5,6４1
合 計 ２5,658 ２４,6３４ ２6,75２ 51,３86

（単位：人）
人　口（２月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855‒22‒2612（

代
表

）
　

　
https://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42 ‒1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45 ‒1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48 ‒2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32‒2800

浜
田

市
広

報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook

４ 令
和
４
年

N
o.252

広
報

石
正
美
術
館
で
は
６
月
12
日

㈰
ま
で
特
別
展
「
生
誕
１
０
０

年　
回
顧
展　
石
本
正
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真
は
、
石
本
画
伯

が
生
涯
、
女
性
美
を
追
い
求
め

て
描
い
た
舞
妓
作
品
の
一
つ
で

あ
る
「
の
れ
ん
」
で
す
。

展
覧
会
以
外
に
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

今
月
の
表
紙
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